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On Gift-Exchange in the Life-Cycle Rituals of North Raga

Masanori YOSHIOKA

   The aim of this article is to clarify the system of gift-exchange found 

in the life-cycle rituals of North Raga, the northern part of Raga 

(Pentecost) Island in Vanuatu in Melanesia. Although ethnographical 
data on North Raga were collected by Codrington and Rivers, they were 

sporadic and the details of the life-cycle rituals in North Raga have not 

previously been described. In this article, I present ethnographical data 
on birth rites, marriage rites, as well as on funeral rites, based on my field 

research. I was engaged in field work in North Raga in 1974, from 1981 

to 1982, in 1985, in 1991 and in 1992. 
   In North Raga life-cycle rituals, we find various forms of gift-ex-

change which can be broadly classified into three categories, tabeana, 

vuro, and mwemwearuvwa. Tabeana is a gift such that a counter-gift is, 

people say explicitly,  not-necessary. We are able to assert that the thing 
which is given as tabeana does not have the "hau" in the sense of Mauss' 

thesis. In other words, the tabeana gift does not produce a debt-feeling 

on the side of the gift-receiver. 

   In contrast to tabeana, vuro seems to have the opposite character. 

Vuro is a gift which is given voluntarily and is regarded as a kind of aid. 

However the literal meaning of vuro is "debt" and it is said to be 

obligatory for a vuro-receiver to give back something of the same value 

as vuro to the vuro-giver at some time. 
   Mwemwearuvwa is the medial concept between tabeana and vuro. 

For something given as mwemwearuvwa, people expect a counter-gift. 

It is "expected" but not demanded. People say that a man had better 

give back something of the same value to the giver if he remembers it
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after several years. In actual life, some people who receive 

mwemwearuvwa think of it as vuro, while others receive it as tabeana. 

   These three concepts of gift in North Raga are obviously related to 

Sahlins' generalized reciprocity and balanced reciprocity. In this article, 

I discuss the system of gift-exchange and clarify the North Raga concept 

of gift in due consideration of Sahlins' concepts of reciprocity.

は じめに

1北 部ラガ

2　誕生と誕生儀礼

3婚 姻儀礼前 日

4　婚姻儀礼当日

5　死と葬送儀礼

6　親族間の贈与交換一 分析

7　お返 しが期待されるマットの贈与

8　お返 しが期待される豚の贈与

おわ りに

は　 じ　め　に

　本論 の 目的は,ヴ ァヌアツ共和国 ・北部 ラガ社会の人生儀礼に関す る民族誌的デー

タを提示 し,そ こに見 られ る交換 のあ り方 を分析す るこ とにあるi)。北部 ラガに関す

る民族誌的 データは,コ ドリン トンや リヴァーズに よってそ の一部 が提示 されている

[CODR-NGTON　 1885,1891;RIVERS　 1914】。 しか し,こ れ ら先駆者達 の記述は断片的

であ り,北 部 ラガにおけ る人生儀礼の詳細 な姿は現在 に至 るまで明 らかにはな ってい

ない。 こ うした状況を踏 まえ,本 論では,筆 者 自身の フィール ド・ワークによって収

集 した北部 ラガの誕生儀礼,婚 姻儀礼,葬 送儀礼に関す る民族誌的 データを提示す る。

　筆者 の フィール ド・ワー クは,1974年 か ら1992年 の 間に5次 に渡 って実施 された2)0

そ の18年 間 の間に,人 々の生活 は多大な変化 を被 ってい る。政治的には,1980年 の独

立が最 も大 きな変化であ った。 また,こ の18年 の間に,北 部 ラガには新 たに空港が建

設 され,セ カン ダ リー ・ス クールが開校 され,そ して,行 政庁 の建物が建設 された。

1)　 本論は,1994年 に東京都立大学に提出した博士論文 『メラネシアの位階階梯制社会一 北

　部ラガにおける親族 ・交換 ・リーダーシップ』の第2章 第4節 及び第5節 を修正したうえ,

　加筆したものである。

2)筆 者のヴァヌアツでのフィール ド・ワークの実施期間は以下の通 りである。第1次 調査は,

　 1974年8月 から12月 にかけて,第2次 調査は,1981年4月 から1982年3月V'か け て,第3次

　調査は1985年8月 から10月 にかけて,第4次 調査は1991年7月 から9月 にかけて,第5次 調

　査は1992年7月 から10月 にかけてである。北部 ラガの村落には,通 算17ケ 月滞在 し,そ れ以

　外の期間は,基 本的Y'都 市部在住の北部ラガ出身老を対象に調査を行っている。
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北部ラガ以外の地域から人hが 流入するようになり,1974年 当時と較べると,1992年

では人々を取 り巻 く世界に対する認識が大 きく変化している。 日常生活においても,

確かに,国 家,学 校,教 会,貨 幣などの占める位置が,よ りはっきりと意識されるよ

うになってきている。ところが,そ うした変化にもかかわ らず,親 族 ・婚姻関係や儀

礼など,人 々がカス トム(kastom)と 呼ぶ 「伝統的慣習」に関しては,こ の18年 の

間にほとんど変化を見せていない3)0例 えぽ,儀 礼の中で使用される物,そ の意味付

け,交 換 される物,さ らには,交 換される場合のレー トさえも,変 化を見せていない

のである。

　筆者のフィール ド・ワークが最も長期に渡ったのは1981年 から1982年 にかけての調

査であ り,こ の時点のデータが最も豊富に蓄積されている。そこで,本 論では 「現在」

と表記 した場合,基 本的には1981年一82年現在を意味するが,そ の状況は1974年 から

1992年 まで共通に見いだせるものでもあると理解 していただきたい。ただし,そ れぞ

れのデータが食い違いを見せる場合は,そ れに年号を付して区分することにする。ま

た,「 現在」と対比する形で 「かつて」 という表記が しぽ しば登場する。これは,北

部ラガの人々自身が 「かつて」あるいは 「昔」 と考えている時点を示すものである。

　さて,北 部 ラガにおける誕生儀礼,婚 姻儀礼,葬 送儀礼においては,特 定の親族の

間で様々な贈与交換が展開される。本論では,こ れらの儀礼における親族間での交換

を,人 が生まれてから死ぬまでの間に見いだせる連続 した贈与交換と捉え,そ のや り

取 りのあ り方を抽出する。また,そ れ らの贈与交換は,「お返 しの必要のない贈与」「お

返 しが必要な贈与」「お返 しが期待 され る贈与」に区分される。 これ らは,サ ー リソ

ズの提示した三つの交換のあ り方,す なわち,一 般的互酬性,均 衡的互酬性,否 定的

互酬性のうち,一 般的互酬性 と均衡的互酬性に関するものである[SAHLINS　 1972】。

本論では,こ うした点に留意しながら,特 に 「お返 しが期待 される贈与」とはどのよ

うなものか,そ れは,他 の二つの形態とどう重な り,ま た異なるのかを考察 してい く。

1北 　部　ラ　ガ

北部 ラガとい うのは,メ ラネ シアのヴ ァヌアツ共和国に属す るペ ソテ コス ト島(ラ

3)　 カス トムというのは,ヴ ァヌアツ共和国の国語となっているピジソ語で,「伝統的な慣習,

　伝統的な世界」を指す。 もちろん,人 々が 「伝統的」と考えているものは,必 ず しもそれが

　西洋世界との接触以前の歴史的な出来事を指すとは限らない。しかし,カ ス トムというのは,

　西洋世界 との接触以後入ってきた国家,学 校,教 会,貨 幣経済など 「新しい世界」の対立概

　念として用いられてお り,人 々は意識の中では,伝 統的な世界と新 しい世界とがバイ ・カル

　チュラルに対処されているといえよう。
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ガ島)北 部を指す。 メラネシアは言語単位の小 さな ところであるが,ペ ソテ コス ト島

内でも北部,中 部,南 部 で言語が異 な り,北 部 では ラガ語が話 され ている。人 口は約

3000人 で,ほ とん どが キ リスF　 徒 である4)0人hは,焼 畑農耕 に よってヤムイモや

タ ロイ モな どを生産す る農耕民であ り,家 畜 としては,豚,鶏 を飼育 してい る。西洋

との接触以降に入 ってきた牛の放牧 を行 ってい る者 も比較的多 く,牛 肉が饗宴 で食 さ

れ る ことは しば しば ある。 また,コ シ ョウ科 の灌木 であ るカ ヴァ{malogu)の 樹 液

が,嗜 好品 として飲用 されてい る。

　北部 ラガの社会組織 は,そ の分節構造 に特徴が ある。人hは,ま ず タ ビ(Tabi),

及 び プ レ(Bute)と 名 付け られた外婚的な母系半族 に区分 され る。 これ らの半 族は,

それぞれ さらに四つの名付け られていない下位集 団に分かれ る。 ここでは,こ れ らの

集 団を クラスターと呼ぶ。 クラス ターは全部 で八 つ存在す ることになるが,こ れ らの

集団は帰属の点では母系 であ る。各 クラスターは,さ らに,た くさんの名付け られた

親族集団か ら構成 され ている。帰属の点 で母系の これ らの親族集団は,北 部 ラガの社

会組織 におけ る最小の単位であ り,土 地所有の単位 ともな っている。各 クラス ターに

含まれ る複数の親族集 団は,神 話 の中でその関連性 が語 られてお り,人 々の意識 では,

同 じクラスターに属す るこれ ら親族集 団は,互 いに 「同 じ」であると見な され ている。

そ して,あ る親族集団の成員は,同 一 の クラス ターに帰属 している他 の親族集団の土

地 を,自 由に利用する ことが出来 るのである[吉 岡　 1985,1988】 。

　親族名称は,参 考のため,そ れぞれの名称が指 し示す系譜的関係 と並べ て表1に 示

してある。参考のため と述べたのは,北 部 ラガの名称体系の特徴は,各 名称が系譜 関

係に よってではな く,社 会組織に よって規定 されているか らであ る。 図1は,親 族名

称 と社会組織の関係を示 してい るが,そ こか ら,自 己の半族 の人 々は半族単位 で名称

が適用 され るのに対 して,反 対半族の人々は クラス ター単位 で名称が適用 され るとい

うことが分 かる。例 えぽ,チ チ(ta〃1Qは,実 の父が帰属す る クラスターの男性成

員全員に適 用 され る名称 であ り,母 方オジ(tarabe)は,自 己の半族で 自己 よ り1,

な い しは3世 代上の男性全員 に適用 される名称であ る。 しか し,こ こで注意せねばな

らないのは,こ の母方オジ と分類 され る男性が帰属 している クラスターによって,反

対半 族に属す るその息子 が,自 己 のチチ(to〃1R)と 分 類 され た り,シ ビ(sibi)と 分

類 された り,コ ドモ(nitu)と 分 類 された り,マ ソビ(mabi)と 分 類 された りす ると

い うことである。表1か らは,自 己の 「母方 オジの息子」は 自己の コ ドモに なるとい

う結論 が導 き出せ るが,そ れは,母 方オジが,自 己 と同 じクラス ターに帰属 してい る

4)　 1989年 の国勢調査による。
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表1　 親族名称

親族名称 日本語訳 系譜的関係

tama チチ F,FZS,　 FZDS,　 DH(w.$)

vwavwa 父方オバ FZ,　 FZD,　 FZDD,　 DHZ(w.$)

●

nitu コ ドモ C,MBC,　 MMBC,　 WMB,　 WM

ratahi ノ 、 ノ 、 M,MMM

tarabe 母方オジ MB,　 MMMB

aloa シマ イ の コ ドモ ZC(m.$)

tua キ ョ ウ ダ イ,シ マ イ** B(m.$),Z(w.$)

hogosi シ マ イ,キ ョ ウ ダ イ** B(w.s),Z(w.s)

tuaga 年 長 の キ ョウ ダイ シマ イ eB,　 eZ,　 MMB,　 MM

tihi 年 少 の キ ョウ ダイ シマ イ yB,　 yZ,　 SC(m.$)

sibi シ ビ MF,　 MFZ,　 MFZC,　 MFZDC,　 ZH,　 ZHZ,　 H,　 HB

mabi マ ソ ビ DC(m.$),MBDC,　 MMBDC,　 WB,　 W,　 MBWB,

MBW

bwaliga ノミリ ガ 　 　　噛 WF,　 DH(m.$)

whoa 夫 H

tasala 妻 W

*(w .s.)は話者が女性である場合を示 し,(m.s.)は 話者が男性である場合を示す。
**話 者が男性の場合は左側の訳を,女 性の場合には右側の訳を適用する。

場合だけであ る5)。

　 この様 な親族名称体系は さらに,ユ ニークな婚姻 規制 と連動 して,北 部 ラガ社会を

独 自の存在に してい る。婚 姻規制 とは,「 男子はそ のマ ソビと結婚せねぽな らない」

とい うものである。 この社会は規定婚の社会 であ り,少 な くともルールの上 では,男

性はマ ンビと分類 され る女性 の誰か としか結婚 できない。 その意味 で,男 性に とって

のマンビは潜在的配偶者 とい うことにな る。 しか し,こ の婚姻規制 は,ク ラス ター と

の関連 で考え るとおも しろい現象 を生み出す。 ある男性 の潜在的配偶者 ・マソ ビは,

そ の男性 と反対側 の半族に帰属 してお り,彼 女の父親 は,そ の男性 と同 じ半族に帰属

していることになる。つま り北部 ラガでは,男 性に とって,同 じ半族の別 の クラスター

の男性 の娘が マソビであ り,そ の内の誰か と結婚す るのである。一方,後 者 の男性は

前者 の男性 の娘をマ ソビと分類す る。従 って,こ こに同 じ半族 の男性同士 の間 での娘

交換が成立す るこ とY'な るのである。 この男性両 者の関係が,バ リガ(bwaliga)と

い う親族名称 で表 されてい る(図2)。

　 ところで,北 部 ラガでは系譜的な関係 と類別的 な関係を区別 する限定的表現が存在

す る。それは,「 本当の,実 の(〃twasin)」 とい う表現 で,例 えば 〃i　wasin　tarabeku(私

5)　 親族関係についての詳細は,拙 稿1985年,1988年 参 照。
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図1　 親族名称とクラスターの関係

の実 の母方 オジ)と いった場合 は,こ れは明確 に母の兄弟 とい う系譜関係にある人物

を意 味 している。 これに対 して,類 別的 な関係 を示 したい ときは,親 族 を意 味す る

Navaが 用 いられ る。　Navaと い うのは,同 じ半族の成員を指す場合 もあ るが,多 くの

場合は同 じクラスターの成員 を指す。例 えば,havan　 tarabeku(私 の母方 オジの親族)

図2　 バ リガ関係

とい えば,「 実の母の兄弟以外 で,私 の クラス ター

に属す る1世 代か3世 代上 の男性」を意味す るので

あ る。本稿では,こ うした北部 ラガ自身 の用法 に従

い,以 下では,「 本当の」親族関係 と 「類別 的」親

族関係 を区別 して用 いる。つま り,「(私 の)実 の父」

とい った場合は,〃awasin　 to〃to(gu)の こ とであ り,

「(私 の)類 別 的 父 」 と い った 場 合 は,havan

tama(gu)を 意 味す る。 また,本 当の関係 と類 別的

関係を区別す る必要の ない場合の親族関係は,表1

で示 した親族名称 の訳を用いるこ とにす る。つ ま り,

676



吉岡　 北部ラガの人生儀礼における贈与交換

「実の父」 と 「類別的父」 の区別をす る必要 のない ときは,チ チと表現す るとい うこ

とである。

　 さて,北 部 ラガ社会 におけ る伝統的政治体系は,位 階階梯制 とい うべ きものであ る。

位階階梯制 とい うのは,一 定 の功績をあげ るこ とに よって階梯 を登 ってい くシステム

で,北 部 ラガの場合,ボ ロロ リ(bolololi}と 呼 ぼれ る儀 礼で,豚 を殺 し,様 々なエ

ンブ レムを豚 を支払 って購二入 してい くことに よ り,階 梯を登 ってい く。階梯が上 にい

けぽい くほ ど,よ り価値 の高い豚を よ り多 く殺す こ とが要求 され る。 また,そ れぞれ

の階梯 にいる間に購入せね ばな らないとされ る各種のエ ソブ レムも,階 梯が高 くなる

と,そ の支払 いは大 きな もの となる。 しか し,こ れ らを克服 して最上階梯に到達 した

者は,ラ タ ヒギ(ratahigi)と 呼 ぼれ る伝統的 な政 治的 リーダーとな る。国家行政 が

完成 しつつある現在で も,彼 らは伝統的慣 習に関 して大 きな発言 力を もってい るので

あ る 【吉岡　 1983a,1983b,1984,1993,1995】 。

　位階階梯制 で重要な役割を演 じる豚は,北 部 ラガ社会における最 も貴重な伝統的交

換財であ る。近年は貨幣経済 の浸透か ら現金 の流通が 目だ って きたが,そ れで も村 落

内部では,現 金 と平行 して,豚 が様 々な支払 いに用 いられている。雄豚には牙が生 え

るが,そ の牙 が大 きいほ ど価値 は高 い。主要 な豚 の種類 と等級は表2に 示 してあ る。

「種類 と名称」 の欄には番号付 きの名前を挙げてあるが,番 号が大 きいほ ど牙の大 き

な豚 を示 している。「等級」 とい うのは,同 等の価値 があ ると見な されるい くつかの

種類を まとめた通称で,例 えぽ,種 類9の ボ リヴォアも,10の ボ ヘー レも,11の ボ ビ

ビアも,「 これはボ ビビアであ る」 とい うことが出来る し,交 換でボ ビピアが要 求 さ

れた ときは,こ れ ら三つの種類の どれかを提供すれぽ よい のであ る。

　豚 と並んで,も う一つの伝統的交換財を構成す るのがパ ソダナス製のマ ッ トである。

それは,白 っぽいマ ッ トとそれを赤 く染めたマ ットに区分 できる。交換財 と して重要

なのは後 者の方で,そ れ は さらに長 さ4m,幅lmも あ る大 きな赤大 マ ッ ト(bwan

me〃zea)と,長 さ150　cm,幅25　 cm程 の小 さな赤小 マ ット(bari　 me〃zea)Yこ 区 分 され

る。 これ らの赤 く染めた マ ッ トは,豚 と共に 日常や儀礼 での支払いに用いられ る。例

えぽ,家 を建てて もらった とす ると,そ のお礼は,豚 か マ ッ トで行 うことになる。豚

になるか マ ッ トになるかは,家 の建築を請け負 った人物 の希望に応 じて変わ る。赤大

マ ット1枚 は,赤 小 マ ッ ト10枚 と交換可能 であ るとされ ているが ,こ れ らマ ッ トと豚

も交換可能であ る。婚姻儀礼 の中に,リ ソギ リソギ アーナ(liniliniana)と 呼 ぼれ る

場 面があ るが,こ こで豚 とマ ッ トが交換 され る6)。その ときのだいたいの 目安を表2

6)　 ラガ語を表記す る場合には,実 際に用いられている綴 り字を採用 している。なお,/
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表2豚 の種類と等級

等級と通称 種類と名称 名称の意味 等 価 の マ ッ ト

Aウ ドウル グ 1ラ ホ ア(lahoa:lahoa=睾 丸) 生まれたぼかりの睾丸のあ

(udurugu) る豚

2ボ ト ゥグア ー ナ(botuguana:bo=豚, ロープでつ ないで飼育す る

tugu=・ 一 ブでつ な ぐ) 豚 赤大 マ ット1

3ウ ド ゥル グ(udurugu:duru=塞 ぐ) どこへで もうろつ く豚

4ウ ド ゥル バ シガ(udurubasiga: バ シンナ(basina)の 生 え

basina=上 顎か ら牙状に生える歯) てきた豚

Bボ ロル フ ァガ 5ボ ロル フ ァガ(bololvaga:lol　 vana= 牙が口の中にある豚

(bololvaga) 口の中)

6ラ ン フ ォ ノ シア　(lanvonosia:lano= ハエが留まると見xな くな 赤大 マ ット2+

ハ エ,vonosia=そ れ に 留 ま る) る程牙の小さな豚 赤 小マ ット5又 は10

7ボ ガ ン ニ(bogani:gani=食 べ る) エサを食べると牙が見xる

豚

Cタ フシリ 8タ フ シ リ(tavsiri:tai=切 る,　siri= 牙が上唇を突き破る豚 赤大 マ ット3+

(taysiri) 引 っか く) 赤小 マ ット10

Dボ ビビア 9ボ リヴ ォア　(bolivoa:livo二 牙) 牙のある豚

(bobibia) 10ボ ヘー レ(bahere:here=風 が吹い て

　 何か がゆれ る)

11ボ ビビア(bobibia:bibia=到 着す

風が吹くと頬髪が当たる程

延びた牙をもつ豚

牙が曲がって頬に到達した

赤大マ ッ ト4+

赤 小マ ット10

る) 豚

Eマ ン ブー 12リ フバ ンバ ン ナ(livbwanbwana: 不明

(mabu} bwana=赤 大 マ ッ ト) 赤大マ ッ ト5+

13マ ンブ ー(mabu:mabu二 休 む) 牙が曲がって下顎の骨で止 赤小マ ッ ト10

まる豚

Fリ ヴォアラ 14ブ イ モ シ(hujmosi:hui=骨,　 mosi= 牙が下顎の骨の中に入った

(livoala) 突き破る) 豚

15ン ゴー レテ ィ リギ(goletirigi:gole= 再び骨から牙が少し出てき 赤大 マッ ト6+

準備す る,tirigi=小 さい) た豚 赤小マ ッ ト10

16ン ゴー レラ ヴ ォ ア(golelavoa: 再び骨から牙が大きく出て

lavoa=大 きい) きた豚

に示 してあ る。 そのときの交渉次第では交換 レー トも変化す るが,基 本的に表2で 示

した ものに沿 って交換が行われ る。そ して,日 常生活 の支払 いで もほぼ表2の 相場 に

則 って行われ る。

　豚 とマ ットとい う二種類の交換財が,様 々な儀礼 で様 々なや り方 で贈与 されるので

あるが,「 は じめに」の ところで述べた ように,そ れ らは 「お返 しの必要 のない贈与」

＼linilinianaに おけるriは 回 と発音する。また,後 に登場するが,　gは 【og]と発音する。
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「お返 しが必要 な贈与」そ して 「お返 しが期待 され る贈与」に区分 され る。それぞれ

タベアナ(tabeana),プ ロ(vuro),メ メ アル フ ァ(〃z　we〃iwearuvwa)と 呼 ばれ てい

るが,こ こで簡単 にそれ らの概念 を紹介 してお こ う。

　 タベ ア ナ とい うのは,モ ースのい うよ うな 「返礼 の義務」 を伴 う贈与 で はな く

【MAuss　 1968:159】,人 々が明確 に意識 して 「お返 しが必要 ない」 と捉 えている贈与

である。何かを タベアナ として もらったならぽ,お 礼の言葉 をい うだけで よい。その

お礼の言葉,す なわち,「 あ りが と う」 を意味す る ラガ語 も,タ ベアナなのである。

タベアナ としてもらった物は,そ れ 自体がモースのい うハ ウを もってい る(負 債を生

み出す)と はいい難い。つ ま り,タ ベアナは,そ の物に見合 った物をお返 しす る とか,

物 を もらったか ら別の形で何等かの ことをせねぽ ならない,と い う意識を生み出 さな

い といえば よいか も知れない。 もちろん,タ ベアナをもらった人 は,そ の与え手に何

等かの機会 を見つけて何かを贈 ることはあ る。 しか し,そ れは,タ ベアナに対す る返

礼ではな く新 たなタベ アナの開始なのであ る。

　 プロとい うのは,「 借財」 とい う意味 を もつ贈物 であ る。「借財」 では あるが,そ れ

は,受 け手が 「貸 して くれ」 と頼 んで借 りるものではな く,あ くまで も与 え手が 自発

的に贈与す るものである。 しか し,そ の贈物に対 して,返 却が義務 づけ られてい るの

である。つ ま り,あ る物を プロとして もら うと,す ぐに とい うわけではないが,い ず

れそれ と同 じ物か等価 の物をお返 しとして贈与す る義務 を負 うことになるのである。

プロに よるや り取 りは,ボ ロロ リ儀礼 の場合に最 も頻繁 に見 いだ される。 そこでは,

儀 礼 で豚を殺 しエ ンブ レムを購入 しようとす る主人公に,大 勢 の人 々が フロとして豚

を与 える。彼は,こ れ らの豚を用いて儀礼 を行 うが,豚 を与 えて くれた人物 がボ ロロ

リをす る場合には,も らった豚 と全 く同等級 の豚をお返 しに贈 る。その ときにお返 し

が出来 ない場合で も,い つかは,お 返 しをせねぽ ならない。 フロとして もらった物 と

等価の物 をお返 しに贈 る場 合は,特 に ソベ ソベ(sobwesobwe)と い う概念が準備 さ

れてい る。 これは,本 来は豚 のや り取 りの場合 に適用 され る概念 であるが,フ ロ/ソ

ベ ソベは,広 く,「 お返 しが必要 な贈物」/「 それ に対す る反対給付 の贈物」 として

用い られ ることもある。 フRは,こ の様に,お 返 しが必要ない とされ るタベ アナと対

照をな してい るのである。

　 メメアル ファは フロに よるや り取 り,つ ま り,「 お返 しが必要 な」 や り取 りと,タ

ベアナの様に 「お返 しが必要ない」や り取 りの中間を構成 している概念 であ り,メ メ

アル ファとして与え られた ものは,「 お返 しが期待 され る」のであ る。 メメアル フ ァ

は 「お返 しが期待 され る」 ものである と表現 したが,そ れは,与 えた ものを返 して く
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れと請求することは出来ないにもかかわらず,そ れを返すならぽこれこれの機会に返

す,と いう具合いに与え返す状況が設定されているからである。 しか し,メ メアルフ

ァとい うのはある程度振幅をもった概念である。「お返 しが期待される」 とい うのは

その典型的な部分であ り,そ の周辺に 「ただ与えるだけ」の部分から 「お返 しをする

必要がある」と人hが 考える部分までを含んでいる。人によってもその解釈は異なる。

ただ,メ メアルファとして与えたものに対しては 「お返しをする必要がある」 といわ

れていても,現 実には与えたものが必ず戻ってくるわけではない。そ して戻 ってこな

くとも,誰 も文句はいわないのである。その場合には 「ただ与xる だけ」の意味あい

が前面に出る。また,「何年かたって覚えていれぽ返せぽ よい」のであり,戻 ってき

た場合には,以 前与えたもののお返 しだと判断される。それ故,メ メアルファとして

与えられた場合には,「 お返 しが出来 る場合にはお返 しをすることが望ましい」 と考

xる のが適切であろう。

　以上の交換概念を念頭におきながら,以 下では,北 部ラガにおける人生儀礼の詳細

を見て行くことに しよう。

2誕 生と誕生儀礼

　かつては,妊 娠 と同時に様 々なことが行われ た。 これを図3を 用 いて説明 しよう。

まず妊娠が分か ると,か つては妊婦Bの 父方 オバ の うち小 さな男の子を もつ人物D

が,彼 女 に赤大 マ ッ トか仔豚 を与 える慣習があ った。 これは,「 彼女 は豚か赤大 マ ッ

トでシマ ンゴを切 る(mwa　 dai　simano　 gin　boe　sa　bwana)」 といわれ る行為 であ る7も

これをすれば,も しBが 女の子Cを 出産すれぽ,Dは 息子のEとCを 将来結婚 させ

ることが出来 た。CはEの 潜在的配偶者 のカテゴ リー(マ ンビ)に あたるのであ る。

Bは,Dか ら提供 された豚 や赤 マ ッ トを拒否す るこ とは出来 なか った。

　 男の子が生 まれた場合は,赤 大 マ ッ トがその子 の頭に載せ られ,そ の子の父方 オバ

に与 えられた。女の子の場合には,同 様に して,赤 小 マ ッ トが父方オバに与 えられた。

男の子 が生 まれた場合は,Dか らの 「申 し出」は御破算 にな るが,も し女の子が生

まれれば,Dは 次の行動 に移 った。つ ま り彼女は,　Bが 食べる食事 と してヤムイ モと

鶏で石蒸焼 き料理 をつ くり,彼 女に与えたのであ る。 これはマハ レイ(〃zahatei)と

7)　 シ マ ン ゴ(simano)と は,ま だ果 肉 が 出 来 て い な い 若 い コ コヤ シの 実 の こ と。 「シマ ン ゴ

　 を切 る」 とい うの は,実 際Yyコ コヤ シの 実 を 切 る こ とを 意 味 して い るの で は な く,こ の 場 合

　 に豚 や マ ッ トを与 え る こ とを指 す 慣 用 句 で あ る。
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呼ばれ,こ れで,Dの 息 子 とBの 娘 の婚約が成立 したのである。

　出産 は,今 日では病院で行われ ることが多 くな ってい るが,か つては夫婦 の小屋 で

出産 するのが通例であ り,特 別 な産屋を設け ることはなか った。妊娠(ros　 atatu:文

字通 りには 「人間を担 ぐ」)は 月経(harov　 non　vaivne:文 字 通 りには 「女性 の病気」)

が停 止 した ときに認知 され る。かつては,妊 娠は様hな 食物制限を妊婦に課 した。鳥,

魚,オ オ コウモ リ,タ コ,ヤ ドカ リな どが食べてはいけないもの とされ たが,こ の間,

夫 の側には食物制限はなか った といわれている。 しか しコ ドリン トンに よる と,出 産

後,夫 は子 どもに腫れ物が 出来 るといけないか らとい うことで,ヤ ドカ リな どの海産

物は食 べなか った とい う 【CoDRINGToN　 1891:229】 。 また,逆 子(〃twaborahantai),

双 子(〃zalavの の場合に も特別な儀礼を行わなか った。 出産 には産婆(gitagoro)が

立 ち会 った が,出 産の間は,夫 は村の集会所 にいなけれぽな らなか った。

　かつては,子 どもが生 まれた夜に命名儀礼 を行 った。実 の父 は一本の トウ(ariu)

に 火 をつけ,そ れで子 どもの顔を照 らしなが ら名前を告げた といわれてい る。子 ども

の父方オバ達は}子 どもの食べ物 と して(実 際 には産婦の食べ物 と して)ヤ ムイモを

もってきた とい う。次の 日,産 婦は産婆達に赤大 マ ッ トか仔豚 で支払い(tavwe)を

した。

　子 どもが誕生 す ると,バ ライ トア(bwalaitoa)が 行 われ る。 これは,冗 談行為 と

でも呼べる もので,様 々な儀礼に登場す る。例 えぽ,ボ ロロ リ儀礼 の場合にはふざけ

た踊 りとして,婚 姻儀礼 の場合には,ヘ ビのつかみ合いな どの形 で出現す る。 これ ら

の冗談行為 の総称がパ ライ トアであ るが,誕 生 の折に行われ るバ ライ トアは,ト ゴ ト

ゴイ(togotogoi)及 び ゴイ ゴイ'(noinoi)と 呼 ばれ る。 かつて は,子 どもの父方 オ

図3　 妊娠 と出産にまつわる親族関係
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バだけが こ うした行為 を した とされているが ,今 日では,子 どもの類別 的父もこ うし

た行為に加わ っている。 トゴ トゴイ とい うのは,子 どもの類別的父や父方 オバが子 ど

もの実 の父の物(鶏 な どのち ょっと した物)を 盗み取 ることであ り,ゴ イ ゴイとは,

前者 が後者の畑へ行 き,ヤ ム,タ ロ,カ ヴァなどにセ ソネ ンボ クの葉を置 くことに よ

ってそれ らの収穫を禁止す ることであ る。"収 穫 の禁止"を 示すために用い るセ ソネ

ソボ クの葉は,男 子が誕生 した場合は鍵結 びに してヤムイモなどの上に置 き,女 子が

誕生 した ときは葉の先端が結び 目の中に入 った様 な形に結ん で置 く。

　 こうした行為は,子 どもの類別的父や父方 オパ であ って も}ご く身近にいる少数の

人物 が行 うのが普通 で,そ れ も,基 本的には最初の子 ども(tuagai)が 生 まれた とき

に行 う。 しか しときにはTき わめて多 くの"盗 み"が 行われ ることもある。 ある男性

の例 をあげ よ う。彼は,男 の子が欲 しくてた まらなか ったが,生 まれ るのは女の子ば

か りだった。 しか し,5人 目に して よ うや く男子が誕生 し,彼 は大喜びであったが,

彼 のキ ョウダイや シマイ,つ ま り,子 どもか ら見れば類別的父や父方オバ も大喜び と

な り,多 数 の人hが"盗 み"を した のである。

　 出産後,子 どもと母親 は10日 間小屋の中にいるのが原則 であ る。10日 目に,子 ども

の母方オ ジの1人 が仔豚 か赤 大マ ヅ トを もって きて小屋 の前 に置 き,「 私は このマ ッ

トでお前 を脱 出させ る」 といい,産 婦は子 どもを抱 き,2人 は この人物 の周 りを2回

回 る。赤大 マ ッ トあ るいは仔豚は,母 方オジか ら子 どもへのタベアナ(お 返 しの必要

のない贈与)で あ り,そ れ は,子 どもの もの となる。そ して,こ の行為 に よって,母

も子 どもも小屋の外に出 ることが出来た とい う。 しか し,こ うした慣 習は現在 では消

滅 した ようである。現在 で も,病 院ではな く自分 の小屋 で出産す ることがあるが,こ

の場合は10日 間 こもるとい うかつての慣 習はな く,体 力が回復 した産婦 は3日 もす る

と村の中を歩 き回 ることがある。

　 さて,出 産後10日 経 つ と母 も子 も自由に行動 で きる ようにな り,そ の後 フンフニアー

ナ(hunhuniana)と 呼 ぽれ る儀礼 が行われ る。 コ ドリソ トンは,こ の儀 礼を記 述 し

ているが,彼 によると,長 男 が生 まれてか ら10日 目に フンフニアーナ(彼 の記述では

huhuni)が 行 われた とい う。 この子 どもは,生 まれてか ら10日 間は生 まれ た小屋 に

とどまるが,そ の間父の親族達 が母親(mother)に 食 料を提供す る。10日 目,彼 ら

は何 ももって こないが,今 度は,子 どもの父親(father)が これ らの人hに で きるだ

けた くさんのマ ッ トと食料 を与xる 。 これに対 して彼 らは,子 どもの頭 にた くさんの

マ ットと豚 をつ ないだ紐を載せ て ,子 どもの父親 に与える。 これが フンフニアーナで

あ る。 コ ドリソ トソに よれ ぽ,こ れ らのマ ッ トと豚は,今 後彼 らが この子 どもを助け
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た り面 倒 を見 た りす る こ との証 と して 与 え られ る と い うICoDRINGToN　 1891:

234-231]0

　 コ ドリン トンの記述は,北 部 ラガの親族名称 を踏 まえた上での記述 では ないので,

こ の儀礼で最 も重要 な役割を演 じている 「父の親族達 」が何であ るのかは特定す るの

が難 しい。 しか し,も し北部 ラガ社会 の人 々が 「父の親族達」 とい った とすれば,そ

れ はほぼ間違いな くhavan　 tamana(彼 の チチの親族)を 意 味 していた と考え られ る。

既 に述べた よ うにNavaは 実 の父 と同 じクラスターの メソバ ーを指す ため,親 族名称

でいえば,類 別的父 と父方 オバを意味することにな る。 この ことを踏 まえて,筆 者 自

身の フソフニアーナについての記述に移 ろ う。

　筆者 が得た情報は以下 のものであ る。かつ ては,子 どもの実 の父は フソフニアーナ

の 日を子 どものシビ(母 の父な ど)に 告げた。彼 らは フソフニアーナ当日薪を切 り出

し,料 理 の準備をす る。一方子 どもの親族(Nava)達,つ ま り,子 どものクラスタ ー

の成員(親 族名称 でいえぽ,ハ ハ,母 方オジ,キ ョウダイ,シ マイなど)は,仔 豚,

赤 大マ ット,赤 小 マ ッ トを もってや って くる。彼 らは もって きた赤大 マ ッ トを広 げて

子 どもの頭 に載せ る。子 どもは,そ の赤 マ ットを彼 の類別的父や父方 オバに与xる の

であ る。マ ットを与 えられた類別的父や父方オパは,子 どもに二種類 のブ レス レッ ト

を与 えた。一つは,マ ソゴマ ンゴ(〃tagomago)と 呼 ぼれ るもので,サ ゴヤシの実を

ほ って,丸 く巻いた豚 の牙の様 に作 り上げた ブ レス レットで ある。他 の一つは,ゴ ム ・

ムタイ(gomu　 mutai)と 呼 ぼれる もので,貝(golと い う白い ボタソ貝の一種)で つ

くられた長い ビーズ(こ れ もゴム ・ムタイ と呼ばれ る)を 適当な大 きさに切 って作 ら

れ るブ レス レッ トである。サ ゴヤシの実 のブ レス レットは一方の腕に一 つ通 し,貝 の

ブ レス レッ トは二つ反対側 の腕に通 した とい う。

　 今 日で もフンフニアーナを行 うことはあるが,長 子誕 生の場合 とは限 らず,あ る事

例では,第1子,第2子 の場合 には行 わず,第3子 が誕生 した ときに行 ってい る8)0

ちな みに,そ の ときに子 どもの頭に マ ットを載せたのは子 どもの実 の母であ り,マ ッ

トを与え られ たのは,子 どもの類別的父が3人,父 方 オバが3人 であった。なお,子

どもの親族達 が もってきた仔豚,赤 大 マ ッ ト,赤 小 マ ッ トな どは,す べて,子 どもと

その母の プロ(お 返 しの必要な贈与)と して もってこられた といわれ る。

　 さて,コ ドリン トンの記述 と筆者 の記述は,フ ソフニアーナでは生 まれたぽか りの

子 どもが頭にマ ットを載せて,そ れ を彼 の親族に与 える とい う行為 が主 と した内容で

8)　 この場合,第1子 は女,第2子 は男,第3子 も男である。なお,筆 者はフンフニアーナを

　実際に観察したことはない。
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ある とす る点で共 通 している。 またその中で,子 どもの類別的父 と父方オバが重要な

役割 を演 じるとしている点 でも共通 している。 しか し,筆 者は,彼 らは頭 に載せ られ

たマ ッ トの受け手 であると してい るのに対 し,コ ドリン トンは,与 え手であると して

いる点が,大 きな相違点 となってい る。この点に関 して,追 加説明 しておこ う。まず,

フ ソフニアーナとい う儀礼 の名前に関 してである。 フニ(huni)あ る いは フ ソ(hun)

とい うのは,「(マ ットの一方の端を)頭 に載せて与え る」 とい う意味の動詞的な語で

あ り,フ ソフニアーナはそ の名詞形である。従 って,マ ッ トなどを頭に載せ てそれを

親族に与え ることこそフ ンフニアーナなのである。 しか し,こ れは誕生の場合にだけ

見 られ るものではない。後述す る様に,婚 姻儀礼で も,ま た,ボ ロロ リ儀礼で も登場

す るのである。それ らの場合は フ ンフニアーナ とはいわずに フソフンニ(hunhuni)

と呼 ぶ9)0両 者 に共通 して見 られ る要素は,頭 に載せ られた マ ッ トは,そ れを被 って

い る人物の類別的父か父方 オバに与え られ るとい うことであ る。

　 これには理 由があ る。北部 ラガでは,ロ ロンゴ(rorono)と 呼 ばれ る超 自然的 な

力の存在が信 じられ てきたが,そ れは,無 生物 では特定の石や大 きな岩に宿 ってお り,

動 物 ではその頭に宿 ってい るとされていた。頭は,こ の ロロソゴの宿 る場所 として 「侵

すべ か らざる もの(gogona)」 と考え られて きた。そ の頭 にマ ッ トを直に接触 させ る

のである。従 って,こ の マ ッ トは通常のマ ッ トとは異 な り,霊 的な意味 をもつ ことに

なる。人hの 説 明では,そ れを受け取 る者は,マ ットを頭に載せた者 の庇護者になる

とい うのであ る。類別的父は実の父に代わ る存在 であ り,父 方オバは女 の父 として位

置 づけ られているが,彼 らの中で も,こ うしてマ ッ トを受け取 った者 は,そ れ以後,

実 の父 と同 じように責任を もつ ことになる。 コ ドリソ トン自身 もロロンゴ(彼 の表現

ではマナ)の 存在 を報告 してい るが,こ うした霊 的な力 との関連で フンフニアーナを

考 えると,コ ドリン トンがい うよ うに子 どもの頭 にマ ッ トなどを載せ ることが庇護者

としての証であると考え るよ りも,そ のマ ッ トを受け取 ることこそが庇護者 としての

証 であると考えた方が筋が通 りそ うである。

　 さて,子 どもは表3に 示 してあ るような区分を経 て成長す る。生 まれてす ぐは,ナ

トゥ リメメア(naturi〃ze〃iea:文 字 通 りには 「赤 い子 ども」)と 呼ぼれ るが,そ れ も

2～3年 の内にナ トゥ リギ(naturigi)と 呼 ばれ るよ うに なる。 男子は変声 期に入 る

とマ ヒウボア(mwahiuboa:彼 の声がが らが らす る)と 呼ばれ,女 子は乳房 が膨 らん

で くる とフフガスボ ーラ(huhugasbora:乳 房 が大 き くなる)と 呼ばれ る。その後,

男 子 はマ ラソゲロ(mwalagelo),女 子 は ダウラ ト(daulato)と 呼 ばれ るが,こ れは

9)　 これが,コ ドリントンのいうhuhuniで あ る。
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　　　　　　　　　　　　　 表3　 成長に伴 う男女カテゴリーの変化

男 の カ テ ゴ リー 女 の カテ ゴ リー 特徴

naturi　 memea 赤ん坊

naturigi 子ども

mwahiuboa huhugasbora 男子は,声 が変わ り女子は胸が大きくなる

mwalagelo daulato 男の子,女 の子

mwalagelo　 tuturu tabwalugu 男子は髭を生やしはじめ,女 子は月経が始まる

atatu vavine 既婚男子,既 婚女性

bwatave 髪が白くなる

tamalagai 長生きの老人

少年 と少女 とい う概念に相当す る。かつては,男 の子がある程度大 き くなると,彼 の

父方オバは彼 の腰に長い貝製 の ビーズ(先 述 の ゴム ・ムタイ)を 巻 きつけた。彼 のチ

チは,彼 女 が食べ るための豚 を殺 し,赤 大マ ッ トを用意す る。 子 どもはそ の父方オバ

に,こ のマ ットを頭 に載せて与 えた といわれ ている。 また,女 子 のハハは,こ の頃に

なると,マ ハ レイを した 自らの父方 オバに対 して赤大マ ットを与 えた とい う。男子は,

髭 が生 え出す頃 には マ ラソゲ ロ トゥ トゥール(〃twalagelo　 tuturu:滴 り落ち る様 な少

年)と も呼ぼれるが,通 常はその頃でも単にマ ラソゲ ロと呼ぼれる。 この場合,こ の

カテ ゴ リーは青年層 を指す。女子 は月経が始 まる頃か らタバ ル グ(tabwalugu)と 呼

ばれ る。そ して,青 年 となった男子 ・マ ランゲロと娘 になった女子 ・タバル グは,い

よい よ結婚の時期を迎 えるのであ る。

3婚 姻儀礼前日

　婚姻儀礼(lagiana)は,誕 生儀 礼 と異な り今 日最 もしば しば観察が可 能な人生儀

礼である。かつての もの と比較す ると,大 筋では一致す るが細部は変化 してお り,ま

た,や り取 りされ るマ ットの量がは るかに増大 している。 以下 では今 日行われている

儀礼を中心 に記述 し,か つてのものとの相違 を付加的に説 明す る。

　儀 礼は,ま ず花嫁の村 で行われ,そ の後同 じ日の内に移動 して花婿の村 で行われ る。

従 って婚姻儀礼 当 日は,花 嫁 の側(atalun　 vavine),花 婿 の側(atalun　 m　walagelo)双

方 が花婿 の村 で宴会を もつ ことになる。花婿 の側 の人 々とは,花 婿 のチチ達,父 方オ

バ達,そ れ に彼 の クラスターの人 々 ,及 び(花 嫁 のチチ,父 方 オパ に当た らない)同
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一半族の人々であ り,花 嫁の側の人hも 同様である。宴会のための準備は,花 婿の実

の父がきりもりする。宴は,誕 生儀礼のところでも登場 した石蒸焼 き料理で行われる。

　 この料理は,地 面を掘って作った穴をオーヴンとして利用する。まず,そ の穴に薪

を入れて火を起こす。その上に石を幾つも置いてお く。薪が燃え尽きる頃には石が熱

く焼けており,そ の石を取 り出す。穴の底に熱がある内にその中にバ ショウ(〃zagao)

の葉などを敷き,同 じ葉でくるんだイモ類r肉 類をいれ,さ らにその上からバショウ

の葉等をかぶせ,そ の上に先ほど取 り出した焼けた石を載せることにより,蒸 焼きに

するのである。そのため,大 量の薪,石 などを準備する必要がある。宴会のための準

備はかな り前から始められ,様hな 準備作業は,花 婿の類別的父及び父方オバに依頼

される。依頼された者は,各hの 属する村人の協力を得て,こ うした作業を遂行する。

　例えば,Aと い う村で婚姻儀礼が行われ,　B村 の男性が石蒸焼き料理用の薪を切 り

出すように依頼されたとする。儀礼が行われる数 日前のある日が指定され,そ の日に

B村 の人々は依頼を受けた男性 と共に木を切 り出しにゆ く。木は,B村 の人hの 土地

から切 り出されることになる。特定の人物の土地が選ぽれるというよりも,薪 になる

木がたくさんあって,A村 に近い土地がいくつか選ぼれるのである。朝から人々は

働 き始める。昼になると,A村 で昼食が用意されている。通常は,薪 を切 り出す作

業やバショウ等の葉を切 り出す作業,石 を集める作業などは,こ の指定された日に同

時に行われる。従って,北 部ラガの各地の村から人々が集まることにな り,昼 食は,

それぞれ村ごとに分けて配られる。食後,再 び木を切 り出し,村 まで運ぶ とい う作業

が続 く。夕方になると,仕 事を終えた人hがA村 の集会所に集まる。ここではカヴ

ァと夕食が作 られており,こ れらの準備はA村 の人々が行 う。カヴァを順に何杯か

飲み終えると,手 下げの籠に詰めた夕食が各人に配られ,人hは それをもって村落単

位で自分の村へ引き上げて行 く。

　薪や葉などを切 り出す作業を依頼された男性は,婚 姻儀礼の前日,花 婿から頭に載

せた赤大マット1枚 を受け取る。労働を手伝った村人にはマットは与えられない。彼

らには,労 働 した 日の昼食,夕 食,カ ヴァがお礼ない しは支払い(tavwe)と なるの

である。 しかし,通 常はこれ らの食事のためのイモは各自あらか じめA村 の人々に

渡 してある。A村 ではそれに肉類を添えて料理 し,返 すのである。

　 婚姻儀礼の前 日,花 婿の村に人々が再び集まる。彼らは花婿の側の人hで ある。 こ

の日はフソフソニの 日,す なわち花婿がマットを頭に載せて彼の類別的父や父方オバ

に与える日であるが,今 日,冗 談行為であるバ ライ トアが行われることもある。 これ

はヘビ(teltele)と 関連したものである。集会所の中では花婿の類別的母達がサヴァ

686



吉岡　 北部ラガの人生儀礼における贈与交換

ゴロ(savagoro)と 呼ぼれるダソスを踊ってお り,外 では,ヘ ビを詰めた長い竹をも

った女性を含む大勢の女性達がレンガ(Lena)と 呼ばれるダンスを踊っている。そ し

て,後 者は踊 りながら集会所の中へと入って行 く。これ らの女性達は花婿の父方オパ

達であ り,集 会所の中に入ると竹を集会所の床にたたきつける。すると,ヘ ビが出て

くる。中にいる類別的母達と父方オバ達はヘビをつかみ合い大騒ぎになるが,集 会所

の出入 り口では父方オバ達がたいまつをかざし,そ の炎で類別的母達が出てくるのを

阻止しようとする。結局最後には,引 きちぎられたヘビをもった1人 の父方オバが出

てきてこのバライ トアは終了する。ヘビをつかんで集会所から出てきた1人 の父方オ

バには,フ ソフンニで赤大マットが1枚 与えられるが,他 の父方オバや類別的母達に

は与えられない。このバライ トアは,し かし,島 の中部の慣習であるといわれてお り,

近年導入された様である10)0

　バライ トアが終了すると,フ ンフンニの場面へと移る。マットの一方の端が花婿の

頭に載せられ,宴 会の準備作業,宴 会のきりもり,儀礼後のダンスなどをしてくれた,

あるいはしてくれる類別的父や父方オバに与えられる。これ らは,薪 を伐 り出す作業,

石蒸焼き用の石を運んでくる作業,イ モなどを包む葉を切 り出してくる作業,石 蒸焼

き料理をきりも りする作業,カ ヴァを切って運んでくる作業,明 日の婚姻儀礼でカヴ

ァを作る作業,カ ヴァを作るための水を運ぶ作業,タ ロやヤムなどの皮をむく作業,

(おかずとして肉を添えるがそのために)牛 を殺 して肉を切 り分ける作業,儀 礼終了

後のサヴァゴロ・ダンスをすることなど多岐にわたる。この場面で大量のマ ットが放

出されるわけであるが,こ れは,か つての北部 ラガ社会では見 られなかったことであ

るといわれている。頭に載せたマットが花婿から花婿のチチに与えられるということ

は行われたが,そ れは婚姻儀礼当日の朝,チ チの1人 だけになされた とい うことであ

る。

　薪などは,伐 り出しを依頼 された人物の属する村の村人の土地か ら伐 り出すと述べ

たが,イ モなどを包むバショウの葉などは,依 頼 した人物(花 婿の実の父)が 「私の

畑か らとってくれ」 とか 「息子の畑からとってくれ」とい う様に指定する。 しかし,

この種の葉は簡単に生育するので,依 頼された人物が気をきかせて自分の畑からとっ

てくることもある。カヴァは花婿の実の父の畑から切って くる。 しか し,多 量に必要

なため,彼 は他の人々からカヴァを購入することもある。また,花 婿の側の人々がタ

ベアナ(お 返 しのいらない贈与)と してカヴァを提供することもある。なお,石 は村

10)か つては,寝 ている間に花婿のハハを花婿の父方オバがヘビで叩いたという者もいるが,

　 婚礼の前日行われたかどうか不明である。なお,婚 姻儀礼は計9回 観察している。
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落 の近辺(誰 の土地 でもよい)か ら堀 りだ して くる。

　 フンフンニでは,類 別的父に対す る場合 と父方オバ に対す る場合 では,多 少の違 い

が見 られ る。前者 に対 しては基本的 に赤大マ ットが1枚 与え られ るが,後 者に対 して

は赤大マ ヅト1枚 に何枚かの赤小 マ ッ トが添xら れ るのであ る。 フソフ ソニで与 えら

れ るマ ットは,基 本的に花婿 の実 の母か実の父のマ ッ トであるが,類 別的母や シマイ

が与え手 となるこ ともあ る。 フンフンニが行われ る 日,花 婿 の類別的母達や シマイ達

や父方オバ達 が,た くさんの赤大 マ ッ トや赤 小マ ッ トを もって花婿の側にすわ る。類

別的母 とシマイは,花 婿 の両親を 「助け る(bului)」 た めにマ ッ トを もってきた ので

あ り,そ れ らのマ ッ トは彼 らに対す るタベアナ とい う意味を もつ。

　 しか し,こ れ らのマ ットは完全に花婿の両親 のものとして利用 され るとい うわけで

はない。 とい うのも,こ うしてもって こられ たマ ッ トを花婿 の頭にかぶせ るときに,

花 婿の実の父 と母が マ ットを広げ てかぶせるのでは な く,そ のマ ッ トを もってきた本

人が立ち上が って マ ットを広げかぶせ るため,フ ンフソニでマ ッ トを受け取 った人物

は,そ のマ ッ トが誰のマ ッ トであ るのかが分か るか らである。それ故,例 えば ある類

別的母が赤大 マ ッ ト1枚 を花婿の両親にタベアナとして与えた と して も,そ のマ ッ ト

を受け取 った ものは,あ るいは,そ の場にいた多数の人hは,そ れがその類別的母の

マ ットであるとい うことを知 ってお り,彼 女が マ ッ トの与え手であ ることが知 られ る

のである。

　 これに対 して,父 方 オバ も花婿 の実 の父を"助 け る"た めにマ ッ トを もって くるが,

こち らの場合は実の父に対す るフ ロ,つ ま り,お 返 しの必要な贈与 としての意味を も

つ。そ して,ど の父方オパが どれ だけのマ ッ トを父 に与 えたか,き ちん と記録 され

る11)。プ ロと して父 に与 え られ る赤 大 マ ッ ト,赤 小 マ ヅ トは,そ れぞ れバ ンモ シ

(bwan〃1051),バ リモシ(bari　 mosi)と 呼 ぼれ てお り,返 却す ることが義務づけ られ

ている。バ ンモシとして与 えられた赤大 マ ッ トに対す る返却 のマ ッ トは,バ ンファル

フ ァ リウ(bwan　 vwalvwaliu),バ リモ シに対す る返却 はノミリフ ァル フ ァ リウ(bari

vwalvwaliu)と 呼 ぼれ てい る。

　 フンフ ンニでは,作 業を しなか った類別的父や父方 オバに も 「普段か ら世話 になっ

てい るか ら」 とい う理 由で マ ッ トが与えられ る。 また,以 前 プロとしてマ ットを もら

っている場合は,そ れ に対す るお返 しをこの フソフソニで行 う場合 もあ る。あるフ ソ

フソニでは,作 業を依頼 されなか った父方オバが赤大 マ ッ ト1枚 と赤小 マッ ト1枚 を

受け取 ったが,彼 女 は花婿の実の父にかつて赤大 マ ッ ト1枚 をフ ロと して与xて いた

11)か つては記憶だけであったが,現 在はノートに記録する。
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ため,今 回の赤 大マ ッ トはそのお返 しとして もらった とい う。赤小マ ッ トはタベアナ

として受け取 った と理解 していた。父方オバに対 して赤大マ ットを与え る場合は,赤

小マ ッ トが最低1枚 添 えられ,こ れは基本的 にタベアナの性質を もっている。しか し,

も しその数が多 くなれば,与x手 が プロであ る主旨を告げ ることもあ る し,受 け手が

勝手にタベ アナではな くフ ロであ ると理解す ることもあ る。同 じフ ンフ ンニで赤大 マ

ッ ト1枚 と赤小 マ ヅト5枚 を受け取 ったあ る父方オバは,前 者をお返 しの赤大マ ッ ト

として,後 者を フロとして受け取 っている。

　 フソフンニは花嫁の村落 でも婚姻儀礼 の前 日に行われ るが,花 嫁 の側 では冗談行為

であ るパ ライ トアは行われ ない。 この 日は,フ ンフンニに先立ち花嫁が持参す る品が

準備 され るのであ る。婚姻儀礼 の前 日は,花 嫁 の側で も花婿 の側 で もホホ ゴニ ヴァ

(hohogoniva)と 呼ぼれ るが,こ の言葉は,マ ッ トを 「詰め込む(hohogoni)」 とい

う言葉か らきている。 とい うのは,花 嫁 の側 では婚姻儀礼 の前 日に フンフンニを行 う

と同時に,夫 の もとに持参す るマ ットがタ ソブニア(tanbunia)と 呼 ばれ る大 きなパ

ンダナス製 のバ スケ ッ トに詰 め込 まれ るか らである。

　花嫁の持参す る品hは,現 在ではマ ッ トの詰 まったパ スケ ッ トニつ と日用品である。

日用品の中に,ス ーツ ・ケース,ブ ッシュ ・ナイフ,バ ケツ,コ ップ,シ ーツ,ケ ロ

シソ ・ランプ等 が含 まれている。 これ らの 日用品は花嫁 の両親が準備す るが,花 嫁 と

近 い関係にある母方 オジ,キ ョウダイ,シ マイな どの人hが 与 えることもあ る。 こ う

して与え られる品や場合に よっては現金は,タ ベアナと しての性質を もっている。一

方,花 嫁の実の父が彼女の類別的父に依頼 して これ らの品を もってきて もら うことも

あ る。 この場合は,こ れ らの品を もってきて くれた類別的父には,フ ンフソニの場面

でマ ッ トが与え られるのであ る。

　 マ ッ トの詰 まった二つのバ スケ ットの うち一つには,花 嫁 の両親がマ ットを詰め る。

ここには,白 大マ ヅトが1枚,赤 大マ ッ トが多数,赤 小 マ ッ トが多数詰め られ る。 そ

の数は両親 の意向に よって異 なる。 これ らのマ ットは,建 前上,花 嫁 の ものとな り,

夫 は妻の所有物である これ らの マ ットを彼女 の許可無 しに用い ることは出来 ない。 こ

のバ スケッ トに詰め られ たマ ッ トが,ホ ホ ゴニヴ ァと呼ぼれ るのであるが,こ のバス

ケ ッ トには 「霊魂の食べ物 の代わ り(〃zatan　gan　atmate)」 と呼ばれ るマ ッ トも詰 め

られ る。花嫁 は婚姻儀礼 当 日豚を殺すが,こ こで殺す豚 と等価のマ ッ トが これである。

　 これ らのマ ッ トが詰め られ るバ スケ ットに対 して,も う一つ別のバス ケッ トには,

チ チ達か ら提供 されたマ ットが詰 められ る。ある婚姻では,実 の父が赤大 マ ッ ト2枚,

3人 の類別的父がそれぞれ赤大 マ ヅ ト1枚,1人 の類別的父が 白大 マ ット1枚 と赤 大
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マット1枚 を詰めている。 これ ら花嫁の類別的父達は,実 の父と共に婚資を受け取る

人々なのである。婚資(volin　 vavine)と しては豚が用いられるが,ど の等級の豚が

何匹提出されるかはあらかじめ花嫁の側に知 らされている。そして,こ れらの豚はこ

のバスケットにマットを詰めたチチ達のものとなるのであるが,そ れぞれの豚は,そ

れに相応するマットを詰めた者の手に入れるとい う仕組みになっている。今の例でい

えば,婚 資 としては等級Dの 豚(種 類はボビビア),等 級Cの 豚(種 類はタフシリ),

等級Bの 豚(種 類はボガンニ),等 級Bの 豚(種 類はボロルファガ),等 級Aの 豚(種

類はウドゥルグ)の 計5匹 であ り,バ スケットに赤大マ ット2枚 を詰めた実の父は等

級Dの ボビビアを手に入れ,赤 大マット1枚 と白大マット1枚 を詰めた類別的父は,

等級Cの タフシ リを手に し,そ の他の赤大マット1枚 提供 した類別的父達は残 りの

豚をそれぞれ手に したのである。かつてのホホゴニヴァでは,も ちろん日用品などの

準備はなかったが,バ スケットに関 しては今 日のそれと同様であ り,通 常は花嫁の実

の父 と4人 の類別的父の計5人 が婚資の受け手 となった。

　 このバスケットに詰められたマットのうち,白 大マットは花嫁のものになるが残 り

の赤大マットは花婿のものとなる。ただし,そ れは花婿が自前で婚資の豚を準備 した

場合である。彼だけでは婚資の豚をそろえることが出来ずに,他 の人に出してもらう

こともある。花婿の実の父が出す場合が多いが,こ の場合には,そ の豚は花婿へのタ

ベアナと見なされる。しか し,類 別的父が出す場合もあるし,キ ョウダイやシマイの

コドモが出す場合もあ り,必 ず しもどの親族関係にある者が出すとい う規定はない。

また,「俺が出してやる」 とう申し出があった場合は,断 わることが出来ない。こう

して提供 された豚は,フ ロであると明確には意識されていないが,お 返しせねばなら

ないと考えられている。いずれ同等級の豚が返却される場合 もあるが,マ ットで返却

されることが通常である。花婿は,花 嫁の側から提出されたバスケヅトに詰まってい

るマ ットを利用するのである。つまり,そ れぞれの豚に匹敵するマットを豚の提供者

に与える。例えぽ,等 級Dの ボビビアを提供して くれた人物がいれぽ,彼 には赤大

マット2枚 が渡されるのである。この様にして,婚 資として花婿の側から提供された

豚は,花 嫁の側から提供されたマットと交換されるという形をとるのである。ここで

見られる豚 とマットの交換は,し か し,表2に 照らして考えると不等価交換の色彩を

もっている。この点については,後 に再び取 り上げる。

　 こうした準備が終了すると,フ ンフソニが行われる。マットの実質的な与え手はバ

スケットにマットを詰めた実の父と類別的父,及 びその配偶者達であるiz)a翌日の儀

12)花 嫁の側でのフンフンニは,花 婿の側でのフンフソニとは異なり,少数のチチとその妻が/
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礼当日の宴会は花婿の側で行われるが,今 日の宴会のために薪を切 った りすることを

依頼 した人々,花 嫁が持参する品をもってきてくれた花嫁の類別的父や父方オバにマ

ットが与えられる。また,以 前花嫁の両親にマットをプロとして与えていた類別的父

や父方オバには,お 返 しとしてマットが返済され,お 世話になっている人々にもマッ

トが与えられる。

4婚 姻儀礼当日

　結婚式当日はまず花嫁の村で,花 嫁本人及び彼女が持参する品々が花婿の側に受け

渡される。花嫁の小屋では,花 嫁の側の人々が泣いている。そこに花婿の側の人々が

やっくる。花婿のハハ達,シ マイ達 と父方オパ達はふざけ合いながらやってくる。こ

れはバライ トアの一種であ り,ふ ざけ合 うとはいっても,父 方オバ達か らハハ達やシ

マイ達に対 して泥水をかけた り,く す ぐった りとい うふざけが一方的に行われるので

ある。花嫁の父方オバの1人 と花嫁は,赤 大マットを被って小屋の外に出る。そこで

花嫁は再びフソフンニをすることもある。ある婚姻儀礼では,こ こで実の父に対 して

マットが与えられている。 また,こ こで花嫁は豚を殺すのであるが,彼 女は牙のある

豚を殺すことで,豚 名 といわれる特別の名前をもらう13)0かつては,殺 された豚は,

花嫁の持参するバスケヅトなどと共に花婿の側に引き渡された。この豚は肉として料

理され,花 婿の側の人hの 食物 となった。そして牙のついた頭部は,花 婿のキ ョウダ

イ(本 当の兄弟ではなく遠い関係にある兄弟)に 与えられた とい う。しかし,今 日こ

の場面で花嫁が生きた豚を殺すことはほとんどない。頭だけになった豚が実の父から

与えられ,彼 女はそれを杖で叩 くだけである。こうした行為でも彼女は豚名をもらう

ことが出来るが,こ の豚の頭は再びその父の元へとかえって行 く。従って,豚 は実質

的には花婿の側には与えられない。

＼ 多数のチチや父方オバにマ ットを与えるという形式をとるが,男 達はどちらの場合でも,「少

　 数のチチが多数のチチにマットを与える」と理解 している。 しか し,ど ちらかといえぽ,フ

　 ソフンニでの主役は男性 よりもむ しろ女性であ り,こ の場で彼女達はマットに関する"ビ ジ

　 ネス(ピ ジソ語で仕事,企 画,守 備範囲などを表す)"を 展開するのである。

13)北 部 ラガにおける位階階梯制では,階 梯を登るためにボロロリ儀礼で豚を殺すと,そ の階

　 梯にちなんだ豚名(iha　boe)と 呼ぽれる名前が与えられる。例えぽ,男 子の階梯を例にとれ

　 ば,最 終階梯 フィラ(vira)に 入 るために規定の豚を殺すと,フ ィラ ドロ(Viradoro)な ど

　 の名前がつけられるのである。女性の場合も同様である。北部 ラガには女性だけの階梯が存

　 在 してお り,最 上階梯であるモタ リ(motari)に 入 るために豚を殺せぽ,モ タ リフフ

　　 (Motarihuhu)な どの名前がつけられる。女子はそのたあの独自の儀礼をもっているが,婚

　 姻儀礼の折 りに豚を殺 しても階梯を登ることが出来るし,豚 名を獲得することができるので

　 ある 【cf.吉岡　1994]。
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　 その後,儀 礼場に移 る。二つのバス ケッ ト,日 常品な どの持参する品の側 に,花 嫁

は彼女 の父方 オバ と前後す るよ うに立つ。2人 は赤大 マ ッ トをかぶ ったままである。

花婿 の側 では,フ ンフンニが行われ る。 ここでは,花 嫁及び持参す る品々を受け取 り

に行 く人h(花 婿 の類別的父 と父方オバ達)に マッ トが与xら れ るのである。 これ ら

の人々はあらか じめ決め られてい るのではな く,そ の場にいる人hの 中か ら選 ぼれ る。

その後,花 婿の類別的父 の1人 を先頭 に,花 婿,花 婿 の他 の類別的父達,花 婿 の父方

オバ達が続 き,花 嫁 とバ スケ ッ トな どの周 りを左 回 りに回 り,花 嫁 の父 の着衣の裾 に

触れ て帰 る。 この行為は花嫁及び花嫁 の持参す る品々を花嫁のチチ達か ら受け取 った

ことを意味 している。

　花嫁 のチチ達 が詰めた マ ットの入 ったバス ケ ットの上には,生 のヤムイモ1本 が置

いてある。 このバ スケ ッ トは花婿 のハハが運び,も う一つのバス ケッ トは花嫁 のハハ

が運ぶが,ヤ ムイモは,花 婿の未婚 のシマイ(実 の姉妹 とは限 らない)が 手に し,そ

のイ モの先 端 をか じって 吐 き出す 。 この ヤ ムイ モは 「吐 き出す ヤ ムイ モ(da〃zu

luana)」 と呼ばれ,こ こでシマイがイモをか じって吐 くのは,彼 女 のキ ョウダイが結

婚相手 に精液(bea)を 吐 き出す ことを意味 している とい う。 このヤムイモは料理 さ

れ,花 婿の シマイ達だけで食べ る。

　花嫁達 と花婿達は,花 婿の村へ と移動す る14)。花 婿 の村 では,儀 礼場 に木 の枝 が杭

と して二列に打 ち込 まれ,二 つの列 の間に さらにそれ と平行 に二本 の木の枝 が打 ち込

まれ る。一 つの列 は 「豚 の木(gain　 boe)」 と呼ぼれ婚資 のための豚がつながれ る。

婚資 としてつながれた豚は リゴ リゴ(ligoligo)と 呼 ばれ,そ れ らの数は通常 は5匹

であ るが,そ れぞれの婚 姻儀礼 によって異 なる こともある。 この列 の最初には,マ タ

ンマサ ンナ(matan〃zasana)と 呼 ばれる豚 がつながれ る。 これは,花 嫁が殺 した豚

と同等級 の豚 であ る。かつては婚資の豚 とは別に この豚 がつながれたが,今 日では実

際に花嫁 が豚 を殺 さないために,婚 資の中の1匹 の豚 が これ を兼ね るよ うである。 こ

14)か つてはこの移動の途中でバライ トアが行われたようである。ある古老によれば,花 婿の

　 父方オバがヘビで花婿のハハやシマイを叩いた り,前 者が後者に水や泥や灰をかけてふざけ

　 たという。また,花 嫁のハハ達は花嫁にキスをした り,花 嫁の乳房をつかんだ りするが,花

　 嫁の父方オバ達がそれを阻止しようとして大騒ぎとなる一方,花 嫁のチチ達はムチのような

　 枝をたくさんもってきて,そ れで花嫁のキョウダイの誰でも通 りかかれば叩いたとい う。こ

　 れらバ ライ トアをした者にはマットが与えられたというが,そ の与え方が多少奇妙である。

　 というのは,現 在マットを花嫁のチチや父方オバに与える場合は,花 嫁のチチやハハから,

　 花婿のチチや父方オバに与える場合は花婿のチチやハハから与えられるが,こ の古老は,ヘ

　 ビで叩いた花婿の父方オバに対 しては花嫁のハハから赤大マットが与えられ,枝 で叩いた花

　 嫁のチチに対しては花婿のハハから赤大マ ットが与えられたというのである。また,別 の人

　 物にいわせると,移 動の途中で行われるバライ トアは,花 婿のコドモが花婿のチチと父方オ

　 バを枝などで叩 くことであるという。この場合も現在一般的なバ ライ トアとは異なった関係

　 が見られる。いずれにしても,こ の点に関 しては保留しておかねぽなるまい。
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れ らの豚の列 の横 には,赤 大 マ ッ トが婚資の豚 の数 だけ広げて置かれる。 これは 「ラ

プ ラプ(プ デ ィソグ料理)の 葉(raun　 logo)」 と呼ぼれている。 これ らは,婚 資を受

取 りにや って くる花嫁 の父方 ナバ達に与え られ る。

　 この列に対 して,も う一つの列 はさらに長 く,よ り多 くの豚がつながれている。 こ

れ らの木の枝 は 「リソギ リソギアーナの木(gain　 liniliniana}」 と呼ぽれ,第1節 で触

れた ように,こ こにつ ながれた豚 がマ ッ トと交換 されるのであ る。 これ ら二つ の列 の

間 に打 ち込 まれ た二本 の杭 の うちの一 つ に は,現 金 で1000ヴ ァ ー ツが挟 み込 まれ

る15)0こ れ は 「汚れた ことに対す る支払 い(tavwen　 bibiliana)」 と呼ばれ,花 嫁の実

の母,あ るいは両親へ と与え られ る。 これは花嫁が幼 い頃下 の世話をかけたこ とへ の

お礼 として与え られ る。 これは現実 には花婿の両親が負担す る。 も う一つの枝 には,

「花嫁 の雌豚(duran　 vavine}」 と呼ばれ る雌豚がつながれ る。 この豚 も現実には花

婿 の両親の どち らかが提 出す るもので,花 嫁 の実の母の ものになる。

　準備が整 うと,花 婿 は彼の類別 的父でなおかつ ラタヒギ(伝 統的政治的 リーダー)

で ある人物に,赤 大マ ットを頭 に載せて与 える。花婿 は これ ら豚をつないだ木 の枝 の

ところに立ち,こ の ラタ ヒギは花婿 に対 して様hな 例を上げなが ら人生 の道理を説 く。

これが終わ ると,前 日バスケ ッ トにマ ッ トを詰めた花嫁 のチチ達 とその妻達(つ ま り

花嫁 のハハ達)が,花 婿 と儀礼場 につながれた全ての豚,及 びマ ッ トの周 りを左 回 り

に数 回まわ って,最 後 に花婿の着衣の裾 にさわ って婚資の豚 とラプラプの葉 と呼ばれ

るマ ッ トをもって行 く。 この花嫁のチチ達は,花 婿のバ リガ(妻 のチチ)で ある。彼

らは花嫁 と花嫁が持参する品を花婿に与 えた見返 りとして,花 婿か ら婚資な どを受 け

取 るわ けである。

　 その後,リ ンギ リンギアーナが行われ る。 リンギ リンギアーナでは,花 嫁のハハ達

が マ ッ トを何枚か重ねて花嫁 の頭に載せ る。彼女達は花婿をチチ と呼ぶ人hで ある。

近年は,花 婿を チチと呼ぶこ とが 出来 る花嫁 の母方 オジも,マ ットの提供者 として登

場す ることがある。彼 らは,杭 につながれ た豚 を見て,あ の豚 な らば この程度のマ ッ

トと等価 である と考 えて赤大 マ ッ トと赤 小マ ットをそ ろえ る。 そ して例 えぽ 「あなた

の赤大マ ッ トだ,お とうさん,3枚,そ れにあなた のフ ソ ドシ(赤 小 マ ッ トの こと。

フ ン ドシ と して用 い られ て きた)が10枚(Bwanamwa　 tata　gaitolu　mai　 malomwa

hanvulu)」 と叫び,花 嫁の頭 に載せ る。 花婿 が これ らを取 りに くる。 これ が延hと

15)　 ヴ ァー ツ(vatu)と い うのは ヴ ァヌア ツ共 和 国 の通 貨 で,1981年 で は1ヴ ァー ツは約25円,

　 1992年 では1ヴ ァー ツは約1.3円 で あ る。 た だ し,こ の11年 間 の間 に,豚 と現 金 の換 算 レー

　 トは 変 化 が な く,ボ ビ ピアは一 貫 して6000ヴ ァー ツで あ る。
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続け られ る。ある婚姻儀礼では,23人 の花嫁の側の人 々が,マ ッ トを提 出 してい る。

　 これ らのマ ッ トは後 に豚 と交換 され るが,多 数の人hが マ ッ トを出 した場合は,豚

の数が足 りずに,結 局,出 した マ ットをそのまま引 き上 げてもって帰 る場合 もある。

また,マ ッ トを提出 した側が,こ れ くらいの一7ヅ トを出せぽ あの等級の豚 が手に入 る

と考 えていて も,豚 の提供者 と折 り合いがつかず,豚 とマ ッ トの交換が成立 しない場

合 もある。 ある リソギ リンギアーナでは,あ る人物が等級Cの 豚 と交換す るつ も り

で赤大マ ッ ト3枚 と赤 小マ ッ ト10枚 を出 したが,等 級Bの 豚 しか残 ってな く,結 局

赤大 マ ッ ト1枚 を減 らしてそれ と交換 している。第1節 で説 明 した豚 とマ ッ トの交換

レー ト(表2)は だ いたいの 目安 であ るとい ったのは,こ うした理 由か らである。 な

お,リ ンギ リソギ アーナの豚 の提供者は,花 婿 の側の人 々であれば誰 でもよい といわ

れてお り,花 婿 のチチ も提供す るこ とが出来 るといわれてい る。 しか し,原 則 として

は,花 婿の クラスターの人々を中心 とした彼 と同 じ半族の人 々の ようであ る。

　 リソギ リソギアーナが終了す る と,花 嫁 は花婿 の小屋に行 く。花婿 のシマイの1人

が生のヤ シの葉 で花嫁の座る場所 を作 る。 これに対 して花嫁の実の母か ら赤小 マ ッ ト

が与え られる。花嫁の実の父は,「 娘 よ,こ こが これか らず っ とお まえの場所 であ る」

と述べ,そ れが終わ ると,バ ソライ ライ(bwan　 lailai:赤 大 マ ッ トを与え る)と 呼ぼ

れ ることが行われ る。 これは,花 嫁 の実 の母が,花 婿 のキ ョウダイや シマイに赤大マ

ヅ トを与え るものであるが,マ ッ トは,結 婚 に際 して食事を援助する とか,カ ヴァを

援助す るとか,赤 大マ ヅ トを花婿に援助 した彼 のキ ョウダイや シマイ(あ るいは母方

オジや シマイの ムス コ)に だけ与え られ る。

　 これが花婿の小屋 の前 で行われている間,村 の集会所 では三つの炉が作 られ,そ こ

で石蒸焼 き料理が行われ てい る。三つの炉 とはそれぞれ 「みん なの炉」,「花嫁 のチチ

の炉」,「花嫁のハハの炉」 と呼ばれている。最初の炉 では,イ モの他に この宴会用に

殺 された牛な どの肉が料理 されてお り,儀 礼V'参 加 した人 々みんなが食べ ることが 出

来 る。二番 目の炉 で料理 された ものは,花 嫁のチチ と父方 オパが食べ るこ とが 出来る。

三番 目の炉 で料理 された ものは,花 嫁のハハ,母 方 オジ,キ ョウダイ,シ マイ,コ ド

モな どが食べ ることが出来 る。

　 この三番 目の炉 で料理 され るものは,特 に ウム(umu)と 呼 ばれてお り,そ こでは

ヤム,タ ロなどのイモ と一緒Y>雌 豚が肉 として料理 され る。 この雌豚は,花 婿 の両親

のどち らが出 して もよい とされているが,現 実には花婿の母 方オジが提供す る場合 も

ある。いずれ の場合であ って も,ウ ム料理に対 して,花 嫁 のハハは 「ウムの赤大 マ ッ

ト(bwanan　 u〃au)」 と呼ばれ る赤大 マ ッ ト1枚 を拠 出す る。 これには赤小 マ ッ トが
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5枚 から10枚添えられるが,あ る婚姻儀礼では,実 の母が赤大マット1枚,類 別的母

の1人 が赤小マット10枚を提出している。これらのマットは,雌 豚を提供 した人物の

ものとなるのである。

　石蒸焼き料理の場合,出 来上がるとまず一番上に積んである石を取 り除き,バ ショ

ウの葉などで くるんだ料理を取 り出すが,ウ ムの場合は,石 を取 り除く前に類別的母

の1人 がその石を足で蹴る。これは,こ の類別的母の子 どもが近い将来結婚すること

を意味している。先述の例でいえぽ,赤 小マットを出した類別的母がこうしてウムの

石を蹴 っている。かつては,ウ ムは花婿の小屋で作られたようであるが,そ の場合,

ウムと並んでラプラプも作 られた。ラプラプというのは,イ モなどをす りおろし,そ

れをバショウの葉などに包んで蒸焼きにしたプディング状の食べ物である。 ラプラプ

が出来上がると,花 婿は,彼 の類別的父の1人 に赤大マ ットを頭に載せて与え,2人

で小屋の中に入ってラプラプにココナ ッツ ・ミルクをかけたという。ウムの石を蹴る

点に関 しては,今 日と同様である。

　かつては,婚 姻儀礼が終わ り料理が出来上がると,儀 礼Y'参 加した人々は帰路につ

いたが,婚 資の受け手である花嫁のチチ達とその配偶者達は,花 婿の村に泊ま り,翌

朝それぞれの村に引き上げた。彼 らのために,花 婿はタソモシ(tan〃1051)と 呼ばれ

る石蒸焼き料理を前夜のうちから(つ まり婚姻儀礼の夜から)作 り,そ れぞれの夫婦

のために1羽 ずつ鶏を殺 して肉として料理 したといわれる。彼らは,こ の料理をもっ

て帰路につ くのである。現在は,彼 ら以外にも大勢の人々が儀礼の夜に花婿の村に泊

まり,翌 朝,こ れらの人々もタソモシをもらってから帰路につ く。

　婚姻儀礼から10日後,新 婦の実の父 と母は石蒸焼き料理を作 り,さ らに生の食料を

2篭 もって,結 婚した2人 のもとY'やって くる。 これは シロシロ(sirosiro)と 呼ばれ

るもので,新 婦の側でも彼女の両親のために石蒸焼き料理を用意する。結婚後女性は

夫の畑を利用するが,そ の畑からイモなどを取ってきて,彼 女の両親の土産とする。

石蒸焼き料理が出来上が り,新 郎は仔豚か赤大マットを新婦の父,つ まり彼のバ リガ

に与え,さ らに新婦の母にも赤大マットを与える。新婦の母は,土 産としてもって帰

る生の食べ物の上にこのマ ットをかぶせ,両 親は帰路につくのである。新婦の類別的

父達(婚 資を受け取った人々)と その妻たちも,同 じようにシロシロをする。結婚 し

た2人 は同様に彼らにも赤大マットを与える。新婦の父方オパ達(ラ プラプの葉と呼

ばれるマットを受け取った人々)も また,食 べ物をもってやってくる。さらに,リ ン

ギ リンギアーナに参加 した新婦の類別的母達 も,食 べ物をもってくる。しかしこの場

合は,新 郎が仔豚や赤大マ ットなどを与えるかどうかは,新 郎の考え一つにかかって
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いるといわれている。

　その後,結 婚した2人 は,妻 の実の父 と母に会いにゆ く。2人 は朝,イ モに仔豚か

鶏を添えて石蒸焼 き料理を作る。彼 らは生の食料を取 ってくる。夫の方は料理された

食べ物を担ぎ,妻 の方は生の食べ物を担ぎ,妻 の両親のもとにやってくる。一方,妻

の父の家では石蒸焼 き料理が作られてお り,彼 らは一緒に過ごし,食 事をする。次の

日,妻 の母はイモと仔豚か鶏の石蒸焼き料理を作る。彼らは畑へ行き,生 の食べ物を

取 ってきて2人 に与える。妻の両親は赤大マットか仔豚をもってきて彼らに与える。

これが終わるとさらに,新 婚の夫婦は妻の類別的父達(婚 資を受け取った人々)の 家

hを も訪れる。

5　死と葬送儀礼

　結婚 した2人 はその後 出産を迎 え,誕 生儀礼が行われる。子 ども達が大 きくな り結

婚す る。そ して彼 らはバ ターフェ(bwatave)と 呼 ばれ るよ うになる。かつ ては,通

常の年寄 りをバター フェ,き わめて長生 きを してい る老人 をタマ ラガイ(tamalagai)

と呼 んだ とい うが,今 日では,前 者を女性の老人,後 者を男性 の老人に対 して用 いる

ことが多 くな ってきている。 この範疇に入 る頃には死が迫 って くる。人が死ぬ と,そ

の霊魂(atmate)は 死 んで5日 目に ダソスをす る といわれている。 この ダソスは,実

際には死者 と同 じ半族に所属 していた死者達 の霊魂が行い,死 んだばか りの人物 の霊

魂はその周 りを手を挙げて踊 る とい う。 この ダソスは死者の実の父 のクラス ターの土

地 でな され ると考え られてお り,そ の後,死 者 の霊魂は 自らの クラスターの所有す る

海岸地で水浴 びをす るとい う。水浴びが終わ ると,こ の霊魂は,ま ず島 の北端にある

アヴ ァ トフプェ(Avathubwe)と 呼 ぼれ る海岸 に行 き,そ の後,島 の最南端である ラ

ヴ ァタソゲーレ(Lavatagele)に 行 くとされてい る。

　霊魂は,豚 に先導 されて この旅 を行 う。通常豚 を移動 させる ときは,前 足(右 でも

左 でもよい)を 紐 で縛 り,他 の端 を人間が もって,豚 を先頭Y'歩 かせ る。霊魂 も同様

に して,豚 を先頭 に して ラヴ ァタンゲー レまで行 くのであ る。 ここには フ ァタソ7一

レ(vatagele)と 呼 ばれる大 きな岩があ り,こ こが霊 魂の最終 的な到着地点 であ る。

こ こで霊魂は この岩 の上に立ち,下 に飛び降 りる。下 には男がいて,霊 魂はその男の

方 に飛び降 りることにな る。飛び降 りると,そ の男は霊魂の足をつかんでバ ライ トタ

イタイ(baraitotaitai)と 呼 ばれ る魚のい る方に投げ る。 この魚は,霊 魂が生前 よい

ことを していれば右 の方の道を,悪 いことを していれ ば左の方の道 を切 り開 く。右の
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方 はよい ところへ とつ なが り,左 は悪い ところへ とつなが るとされ ている16)0

　 さて,葬 送儀礼は タ フタ フィギ(tavtavigi:tav=埋 め る,　tavigi=埋 め ること)と

呼ばれ てお り,そ の名 の通 り,儀 礼 の最後には遺体が墓穴 に埋葬 され る。以下で記述

する葬送儀礼は,既 婚男子の場合 である17)0近 年 は都市部 の病院 で亡 くな るヶ一スが

多 く,そ の場合には遺体が村落に到着 してか ら儀礼が行われ る。村落 内で死亡 した場

合は,す ぐに伝令が他 の村 々に飛ぶが,他 の村の人々が到着す るまでに,死 者の村の

村人 が死者を赤大マ ッ トで包み,遺 体を集会所 に運 び入れ る。死者 の女性 マソビ(潜

在 的配偶者)は 額 に灰 を塗 り,コ ドモの1人 が墓穴を掘 ることを依頼 され,何 人かを

連れ て墓穴を村はずれ の墓地に掘 る。

　他 の村 の人hは,そ れぞれ ラタヒギを先頭に して列 を作 ってや って くる。 これ らの

人々は 口々に死者を親族名称で呼び,大 きな声を出 して泣 きなが ら村 の集会所に近づ

いて くる。大声で泣 きなが ら死者 と対面す ることが,葬 送儀礼への参列者 の礼儀 であ

る。 これ ら他の村か らの参列者 も赤 大マ ッ トを もって くることがあ り,そ れは遺体を

くるむのに用い られ る。 これ らのマ ットは,基 本的に誰が もって きて もよい とされ る

が,死 者 の チチ及 び コ ドモの も って きた赤 大 マ ッ トだけ が 特別 に ヌ ソバ ヌ ソバ

(nubanuba)と 呼 ばれ,他 と区別 されている18も

　 参列が一通 り終了す ると,豚 が殺 され る場面 とな る。まず死者 の未亡人が豚を殺す。

この豚 はrX(死 者 の名)の ゴ ミ捨て場の雌豚(duran　 bwatigoron　 X)」 と呼ばれ るが

実際に殺 され るのは雄豚 であ り,そ の等級は問われない。 この豚は食事 のために殺 さ

れ るのであるが,こ こで殺 された豚は,死 者 の クラス ターの女性達だけが食べ ること

が出来る。豚は,未 亡人のチチか ら与xら れ る。 このチチは実 の父 とは限 らない。彼

女が居住 している村落にいる彼女 のチチが この役を演 じるが,こ のチチは彼女が再婚

す る場合に 「花嫁の父」 として中心的な役割を演 じる。再婚 の場合に も初婚 の場合 と

同様の儀礼が行われ るが,か な り簡略化 され てお り,リ ソギ リソギアーナは行われ な

い。婚資 としての豚の数 も減少 しているが,再 婚相手の男性 は,こ の豚の中に,女 性

が葬送儀礼で殺 した豚 と同 じ等級 の豚を含 めておかねぽな らない とされ る。 つま り,

葬 送儀礼で未亡人に豚を与えた彼女 のチチは,彼 女が再婚する ときにその豚 を取 り返

す ことになるのであ る。 もし再婚 しなけれ ば,彼 女が死んだ ときに,以 下で述べ るマ

16)　 これらの話は神話 として語 り継がれているが,別 のヴァリエーションではバ ライ トタイタ

　 イとい う魚ではなく,フ ックをもった男がいて霊魂をひっかけて右や左に振 り分けるとされ

　 ている。
17)　 この儀礼は,1981年7月25日,筆 者の滞在していた村落で行われた。

18)　 白マットである場合もある。筆者が観察した儀礼では,16の 赤 マットと1の 白マットが用

　 いられた。
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ハルとして与 え返 され ることになる。

　葬送儀礼 では さらに,参 列者 の食事のための豚 が殺 され る。 この豚は 「X(死 者の

名前)の 死 の豚(boen　 matmaten　 X)」 と呼ばれてお り,死 者 と同 じクラスターのキ

ョウダイが殺す19)0こ の 豚の霊魂 が,死 者を先導 して ラヴァタンゲーレまで導 くので

ある。参列者 が多い場合には豚だけでは肉が不足す るため,今 日では牛が しば しば殺

され る。 この牛 も 「死 の豚」 と呼ばれ てい る。 これ らの豚や牛は死者の クラスターの

人々が相談 して提供す るものであ り,誰 が出 しても基本的にはタベ アナである とされ

ている。

　 これ に続いて,死 者 の クラス ターのキ ョウダイや シマイが,死 者 のチチ及び コ ドモ

に豚 を与 える場面 となる。 これがマハル(mwahalu)と 呼 ばれるものであ る。 この場

面で コ ドモに豚を与 えるのは,彼 らのチチが死んだのだか らその代わ りとして豚を与

え ると説 明され る。 しか し,チ チに豚 を与え るのは,そ の子 どもが死 んだか らその代

わ りであるとはいわれ ない。 こち らの場合には,霊 魂 の旅 と関連 してい る。死者 の霊

魂は,5日 目に死者 の実 の父の土地 でダソスを した後,水 浴びをす るために海 に降 り

て行 く。 しか し,も し,マ ハル としてチチ達に豚 を与 えなければ,彼 らの妨害 に よっ

て,死 者 の霊魂は 自分 の クラスターの成員 の家の軒下を うろつ くだけ で,死 出の旅 に

出 ることが 出来な くなる と考え られているのである20)0

　 さて,豚 の与え手 となる人hは,死 者 と系譜的に近 い関係にある,あ るいは,同 一

ない しは近隣村落に居住 して 日常的に死者 と付 き合 いの深いキ ョウダイや シマイであ

り,こ の点 は豚 の受け手 であるチチや コ ドモに関 して も同様である。 これ らマハルが

終わ ると,最 後に,「 穴の支払 い(tavwen　 lulu)」 と して,墓 を掘 った人物(死 者の コ

ドモの1人)に 豚が与 え られ る。

　葬送儀礼 は これで終 了す るが,喪 の期間は原則 として死んでか ら100日 目まで続 く。

死んでか ら10日 間,死 者 の村 では毎 日,死 者を弔 う宴 が催 される。5日 目に死者の霊

魂が ダソスをす るため,村 人 は特別に饗宴 を開 く。そ して,霊 魂に捧 げるために ラプ

ラプを作 る。霊魂は夕方 ダソスをする と考 えられてい るため,朝 か ら石蒸焼 き料理の

準備が行われ,夕 方 までには ラプラプが出来上が る。霊魂が ダンスを していると考 え

られ る場所 に向かって,「 あなたの ラプラプだ(Gam　 logo)」 と叫んで投 げ る。多 く

19)筆 者 の観察 した儀礼では,死 者の系譜的に最も近いキ ョウダイが豚を殺すのをいやがった

　 ため,死 者の実の息子が豚を殺 している。

20)　 フィール ドノートには,「 死者のチチのうちの誰かが,夜,パ ソの木(batai)V'登 り,枝

　 をつるすと,霊 魂はその枝の周 りをうろつ くだけである」と記してある。霊魂が うろつく場

　 所は,家 の軒下であると信 じられていることは確実なので,パ ンの木の枝が軒先に吊される

　 のかもしれない。
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の場合,霊 魂は 「ボー」 という裏声で返事をするとい う。10日 目には,死 者の親族が

村人にお礼を述べて喪の期間も一区切 りとなるが,死 者を弔 う宴はそれからも10日 ご

とに100日 目まで続けられる。

　死者の村落以外でも,死 者 と近い親族関係にある者や付き合いの深い者がいるが,

彼らも同様に死者を弔 う宴を行 う。5日 目には,各 村に散らぽっている死者のクラス

ターの人々は,そ れぞれの村落でラプラプをつくる。死者の霊魂がダソスをするとさ

れる死者の実の父のクラスターの土地は北部 ラガの各所にあるため,そ れぞれの村落

では,こ れ らの土地の内自分達の居住地に近い土地に向かってラプラプを投げるので

ある。

　死んでから90日 目に墓を作る。伝統的には石を積むことによって墓を作るが,近 年

はセメン トで作ることもある。故人のコドモの1人 が墓作 りを依頼 され,大 勢の村人

が墓作 りに協力する。そしてこのコドモには,故 人のキ ョウダイの1人 から豚が与え

られるのである。

6　親族間の贈与交換 分析

　以上記述 した人生儀礼における交換を,図3のCが 誕生し,CとEが 結婚 し,　E

が死ぬ とい う想定のもとに整理して見 よう。

　誕生に際 して行われるや り取 りは,妊 娠 した女性Bと 彼女の父方オバDの 間で始

まる(図4)。Bが 妊娠すると,　Dは シマソゴを切る,つ まり仔豚か赤大マットを与

える。そ して,女 子が誕生するとDは ヤムイモと鶏を料理 してBに 与える,つ ま り

マハレイをする。BとCは10日 間小屋にこもった後,　Cの 母方オジからマットをも

らって外に出る。北部 ラガの人生儀礼で母方オジが重要な役割を演 じるのはこの場面

図4　 出産にまつわるや り取 り
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だけである。これまでの記述からも明らかなように,北 部 ラガでは自己とは反対の半

族に属するチチと父方オバの役割が際だっているが,誕生 と死の場合には同じ半族(特

に同一のクラスター)の 成員が重要な役割を演 じる。誕生の場合は,子 どもの母方オ

ジは,赤 大マットをタベアナとして与えることによって,子 どもとその母を閉じ込も

っている小屋から脱出させ,社 会的な子どもの誕生を演出しているのである。

　 ところで,Dか らのマハレイはBに 対す るフロであるといわれるが,こ の場合B

がいずれヤムと鶏の料理をお返 しすることが,そ の反対給付であるソベソベに当たる

わけではない。ソベソベにあたるには,Bが 生んだ娘Cを いずれDの 息子Eに 妻と

して与えるとい うことであるとされている。また,「 シマンゴを切る」とい うことで

与えられた仔豚か赤大マットに対 しては,Cが 成長 して 「娘(daulato)」 になると,

その母であるBはDに 赤大マットを与えることで,BとDの 最初のや り取 りは一応

の完結を見る。 しか し,Cあ るいはCの 両親とその類別的父や父方オバとの関係は,

今始まったぼか りである。Cの 頭に載せたマットを彼らY'与えた り,盗 みという形態

をとりながらCの 実の父の鶏などを彼らに贈るという,一 見一方的に見える関係は,

生涯を通 じて続 くのである。

　 さて,婚 礼においてや りとりされるものは多岐に渡る(図5参 照)。花嫁であるC

の側からは二つのバスケット,日 用品,殺 された豚,そ して花嫁自身が出て行 く。便

宜上 これらを女財 と呼ぶことにする。花婿であるEの 側か らは,婚 資 としての豚,

図5　 婚姻儀礼におけるやり取 り
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マタンマサン ナとしての豚 ラプラプの葉 としての赤大マット,「花嫁の雌豚」 と呼

ぼれる豚 そして 「汚れたことに対する支払い」 としての現金である。これらを男財

と呼ぶことにする21)。

　儀礼の上では花嫁の父Aが 女財の与え手とな り,花 婿であるE,及 び彼のチチと

父方オバがそれを受け取 る。一方,男 財の与え手は花婿Eで あ り,そ れを儀礼場で

受け取 りに行 くのは花嫁の父Aを 含めた花嫁のチチとその妻達,す なわちハハであ

る。花婿のチチと父方オバには,女 財を受け取るために儀礼場に登場する前に,花 婿

から頭に載せたマ ットが与えられるのに対 して,花 嫁のチチとハハには,そ のための

マ ットが花嫁から与えられるわけではない。既に述べたように,マ ットを頭に載せて

与えることにより,そ の受け手はマ ットを被った者の保護者 としての位置づけを与え

られる。つまり,婚 礼の場合,花 婿のチチと父方オバは花婿の保護者 として女財を受

け取 りに行 くという役割を演 じるのであ り,彼 らが現実に女財の受け手となるわけで

はない。これに対 して,花 嫁のチチとその妻であるハハは,現 実に男財を受け取るの

である。つまり,婚 姻儀礼での男財 と女財は,基 本的に花嫁のチチ及びハハと花婿の

間でや り取 りされることになるのである。

　さて,BはDか らマハ レイを受けることによってソベ ソベをする義務をおったわ

けであるが,婚 礼の場で自らの娘をDの 息子であるEに 引き渡すことによってソベ

ソベを完了することになる。もちろん,娘 とマハ レイが経済的に等価であるというわ

けではない。 これは,形 式的なプロ/ソ ベソベ関係であ り,こ れに関連 して様hな や

り取 りが行われる。「汚れたことに対する支払い」としての現金は,花 嫁の実の母に

与えられるといわれる場合と,花 嫁の両親が受け取 り分けるといわれる場合がある。

現実にはこれを花嫁の実の父が自分のものとする場合もあるし,両 親が分ける場合も

あるが,少 なくとも形の上では花嫁の実の母に与えられたと考えるべきであろう。と

いうのは,婚 礼における現金(tavwen　 bibiliana)は,花 嫁を育てたことに対す る支

払いという性質をもってお り,BとDの マハレイにまつわ るや り取 りを踏まえるな

らぽ,こ れはBに 対 してなされたものであると考えるのが自然だからである。また,

「花嫁の雌豚」は花嫁の代わ りとしてBに 与えられることになる。一方,花 嫁の(実

の父を含めた)チ チ達は,ホ ホゴニヴァで詰めたマットと引き換えに婚資としての豚

を手に入れる。また,か つての慣行では,花 嫁の実の父は花嫁に対 してタベアナとし

て豚を与えるが,花 嫁がその豚を殺 して豚名をもらった後は,そ の豚は女財として花

婿の手に渡 った。 しかしそれは,マ タンマサンナとして再び花嫁の実の父の手に戻 っ

21)　ラガ語で男財,女 財にあたる言葉はない。
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てくることになったのである。

　花嫁が持参するもう一っのバスケットと日用品に関 しては,花 嫁の両親が基本的に

タベアナとして準備する。バスケットの中には,花 嫁が殺 して花婿の側に与える豚と

等価で,「霊魂の食べ物の代わ り」 と呼ばれるいくつかのマ ットが入れ られるが,こ

れらのマットは花婿のものとなるのではな く,花 嫁のものとなる。殺された豚の肉は

現実には花婿の側の人hが 食べるのであり,花 嫁 自身はタベアナとしてもらった豚を

手元に残すことにはならない。従 って,そ れに対する見返 りとして両親から花嫁にマ

ットが与えられるのである。ち ょっとした 日用品や現金などは,花 嫁 と近い関係にあ

る人々がタベアナとして与えることもあるが,こ れはせねばならないことではなく,

自発的に行 うものである。 しかし,花 嫁の類別的父に日用品の一部をくれるように依

頼することは,儀 礼の一部を形成しており,こ れに対 しては花嫁が頭に載せたマ ット

を与えるのである。

　花婿の側が拠出するものに関 しては,実 質的な提供者が規定されているわけでもな

く,提 供者が誰であるか とい うことも問題にならない。というのは,花 嫁の側の人h

がや り取 りの相手としているのは花婿本人だからである。花婿が男財を自前で準備し

ようと誰かに出 してもらおうと,そ れは花婿 自身の自由裁量にまかされているといっ

てよく,花 嫁の側の人hと しては,現 に男財 として儀礼場に出されているものを受け

取れぽよいのである。花婿 としては,自 分自身の力で豚を取 り揃えるにこしたことは

ないが,不 可能な場合には援助 してもらうことになる。そして,そ れに対 して返礼を

するかどうかは,花 婿の側での問題とい うことになるのである。

　花婿の側でのや り取 りは,実 際に提供者が実の父,母 である場合 とそれ以外の人h

である場合で分かれるようで,後 者から豚を出してもらった場合は,婚 資と引き換え

に手に入れたマットを分配することによって返礼とする。 しかし,こ こでの豚 とマッ

トの取引は,豚 の提供者の側からいえば適正なものとはいえない。 というのは,第3

節で紹介 した例でいえぽ,婚 資の豚の うち等級Dの 豚を手に入れた花嫁の父は赤大

マット2枚 拠出しているが,・豚とマットの適正な交換レー トからいえぽマットの数が

少ないからである。従って,豚 を提供 した者がマ ットを交換に手に入れたからといっ

て,拠 出したものの埋め合せが完結したことにはならない。そこで,婚 資の実質的な

提供者は,し ぽしば,「 タベアナとして豚を花婿に与えた」といった り,「花嫁の支払

い(voli)を したのは俺だ」といった りすることにより,花 婿から見返 りを受け取 っ

てないことを強調するのである。これに対 して,両 親からの提供は,明 確にタベアナ

として位置づけられている。そして現実に 「花嫁の雌豚」としての豚,「 汚れたこと
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に対す る支払 い」 としての現金,マ タン マサン ナ としての豚,ラ プラプの葉 と しての

マ ッ トな どは ,花 婿 の両親であるF,Dが 取 り揃え ることになるのであ る。

　 男財,女 財 と同時にや り取 りされ る リンギ リンギアーナの豚 につ いても,同 様の こ

とがいえる。 つま り,こ れ らの豚を手に入れ る花嫁 の側 の人々 は,基 本的に花嫁のハ

ハであ るが,豚 の提供者は花婿 の側の人 々である とい うこと以外に特定 の規定が存在

しないのである。 とい うのは,こ れ も花嫁 の側 の人 々 と花婿 との問題 であると考え ら

れているか らである。 リンギ リンギアーナは,図5に 示 した様 に,花 嫁 のチチ,ハ ハ

と花婿の間での一連のや り取 りの一つであ ると考 えることがで きるであろ う。そ して

そ こでは,両 者 の間で互酬的 なや り取 りが成立 していることが見 て とれ るであろ う。

ただ し,ラ プ ラプの葉 としてのマ ッ トは花嫁 の父方 オバに一方 的に与 えられ る。そ し

て,こ の一方 的な関係 が,結 局は,CとEの 子 どもを巡 る一連の関係,す なわ ち,

シマン ゴを切 る,マ ハ レイをす るとい う関係へ と継続 され ることになるのであ る。

　 さて,Bは 男財,女 財な どのや り取 りとは別 の場面で マッ トの提供者 として登 場す

る。それは,婚 姻儀礼 の最後に登場す るウム料理 やバ ンライライに関する ものである。

ウムに入れ られ る雌豚 は,花 嫁の側の誰 が提供 して もよい とされ ているが,男 財,女

財での場合 と同様に,雌 豚の提供者 はマ ッ トに よるお返 しを もら うことになる(図6)。

バ ソライライでは ,花 婿Eを 助けた花婿の側 の人 々にBが マ ヅ トを与え る。 これ ら

の人 々は,花 婿の母方 オジ,シ マイ,キ ョウダイなどであ るが,Bに とってはチチ と

父方 オバ にあた る人hで もあるのである。 また,バ ンライ ライの直前に,花 嫁 の座 る

場所 を設定 したEの シマイに もマ ッ トが与え られ るが,こ れ もBに とっては父方 オ

パ なのであ る。

　 Eが 死亡 した場合 は,も はや彼の両親 であるF,Dは 登 場 して こない し,未 亡人 と

図6　 パンライライ,ウ ム料理でのや り取 り
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図7　 葬送儀礼と再婚儀礼にわたるや り取 り

なるCの 両親A,Bも 関与 しない。 ここで重要な役割 を演 じるのは,　Eの クラスター

の人hとCの 居住 している村落にいる彼女のチチである。彼はCに 豚 を与 え,彼 女

はそ の豚を殺 し,Eの クラス ターの女性成員 がそ の肉を食べ る(図7)。 そ のプ ロセ

スは婚姻儀礼の場合 と基本的に同様であ る。

　 さて,Cが 再婚 した とする。　Cの 再婚相手はCの シビ(母 の父,姉 妹 の夫)で な

けれぽな らないが,彼 女の シビは反対半族 の うちのた った一つ のクラス ター,つ ま り,

Eの ク ラスターに属 しているのであ る(図1参 照)。 この再婚相手 は,Eの 葬儀でC

が殺 した豚 と同等級の豚を,婚 資の一部 としてCの チチに返済す るのである。葬儀

では,C以 外に もEの クラスターの成員が豚 を殺す。 この豚は彼 自身が提 出す るこ

ともある し,他 の クラスターの成員が提供す ることもあ る。 どち らの場合で も,タ ベ

アナ として提供 され るもので,こ れ に対す る返礼 は行われない。

7お 返 しが期待 され るマ ッ トの贈与

　以上 の人生儀礼におけ る豚 とマ ットのや り取 りの考察 では,誕 生 してす ぐに父方オ

バに与 えられ るマ ットのや り取 り,フ ソフニアーナでのマ ッ トのや り取 り,婚 姻儀礼

の フソフ ンニでの頭 に載せた マ ッ トのや り取 り,葬 送儀礼 において主要 な場面を構成

す るマハルに よる豚 のや り取 りな どを考慮 にいれていなか った。実は,こ れ らのや り

取 りは,す べ て 「お返 しが期待 される贈与」 と して認識 され てい るのである。そ して

そ こでは,一 見一方的 に見 える関係が,結 局は互酬的 な関係へ と変換 され るのである。

まず,フ ンフソニにおけるマ ッ トのや り取 りか ら始め ることに しよ う。

　第1節 「北部 ラガ」の ところで,「 お返 しが期待 され る贈与」 と して メメアル フ ァ

とい う概 念を紹介 したが,フ ンフンニでのマ ッ トのや り取 りが まさに メメアルフ ァと

呼ばれているのであ る。 ここでは,お 返 しがどの様に行われ るか とい うことを中心に

論 じよう。フンフンニでのマ ッ トの受け手であ る花嫁 ・花婿の類別的父や父方オバは,
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図8　 チチに対するメメアルファとそのお返 し

三つの範疇に区分できる。最初の範疇の人kは,宴 会の準備などの作業を依頼された

人々である。第二の範疇の人々は,普 段から花嫁や花婿,あ るいはその両親などと親

交をもち,彼 らを 「助けている」人々である。第三の範疇には,花 嫁,な いしは花婿

のチチ,ハ ハ(婚 資を受け取る花嫁の類別的父,母 も含める)に 以前赤大マ ットや赤

小マットをプロとして与えていた人々が含まれる。第一の範疇の人々のお返しから考

察 しよう。

　宴会の準備などの作業に対 して与えられるマットは,メ メアルファであると同時に

支払い(タ ヴェ:tavwe)で もあるとされている。このタヴェとい う概念は,何 等か

の労働に対する見返 りとして拠出されるもので,それ自身が既に反対給付であるため,

タヴェに対するお返しは要求されることはない。従って,宴 会の準備などの作業に対

してタヴェとして与えられたマットに対しては,与 え手 も受け手もお返 しをすること

を強要した りされた りはしない。 しかし,そ のマットは頭に載せて与えられた物であ

り,人hは なんとなくお返 しをするかもしれないと考えていることも確かなのである。

そ して,お 返 しをするならば別のフソフソニの機会にすると見なしているのである。

別のフンフソニの機会 とは,自 分の子どもなどの婚姻の折である。例えぽ,あ る男

Aが 自分の子どもCの 婚姻儀礼で薪を切 り出してくる作業をBに 依頼したとする(図

8)。Bは,　 Cの 頭に載せられたAの 赤大マットを1枚 受け取る。そ して,　Bは 自分

の子どもDが 結婚するときにAに 薪を切 り出す,あ るいはカヴァを切 り出すなど何

等かの作業を依頼し,自 分の赤大マットをDの 頭に載せて,Aに お返 しをするので

ある。
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　 この互酬関係が完結することにより,様hな や り取 りが成立することになる。既に

説明しているように,頭 に載せたマ ットを与えるとい うことは,そ の受け手はマ ット

を被った者の近 しい保護者としての位置づけを与えられることを意味する。それ故,

図8で いえば,マ ットの受け手Bは 何かにつけてマットを被った者Cを 援助するこ

とが期待されるし,AはDを 援助することが期待される。婚姻儀礼で会食の準備を

するという作業自体も,こ の視点からいえぽ,結 婚する子どものための援助でもある

わけである。さらに,こ うしたAとBの 関係は,Aの 村の人々,　Bの 村の人々をも

巻き込む形で展開され,結 果として,Aの 村 とBの 村は,婚 姻儀礼の準備作業を互

いに助け合 うことにな り,作 業に対するお礼 としての食事を提供 し合 うことになるの

である。

　 ところで,上 記の例では,Aの 赤大マットは一旦Bの ものとなるが,　Bは それを

再びAに 与え返 しているため,経 済的にも,AとBの 間で互酬性が完結することに

なる。そ してこれは,AやBがCやDの 実の父であっても,類 別的父であっても,

同 じ結果をもたらす。しか し,フ ンフソニで用いられるマットは,結 婚する者の実の

母のマットであった り,類 別的母のマ ットであった りするのであ り,こ の場合には,

事情が異なって くる。

　例えば,Cの 実の母Eが マ ットを提供 して,　Cが それを頭に載せBに 与えたとす

る。Bは 自分の子どもDが 結婚するときに,　Eに マットをお返 ししようとしても,　E

はDの 頭に載せられたマットを受け取ることが出来ない。とい うのは,こ うした形

式でマ ットを受け取ることが出来るのは,マ ットを被った者のチチか父方オバだけで

あり,EはDの 父方オパではないからである。 もちろん,メ メアルファはお返しを

強要されるものではないため,こ うした場合お返 しがなされないこともある。しか し,

もし経済的にお返 しをするならば,や は り,BはAに 作業を依頼 しAに マットを与

えるという形をとるのである。

　 この点を説明しよう。北部 ラガでは原則として夫婦の財は分離されている。これは

夫婦のどちらかが死亡 したときに端的な形をとって現れる。死者の動産は,死 者のク

ラスターの人hが 相談 してどの様に分配するかを決定する。近代化に伴い,男 性の財

産が子どもにも分配される場合が生 じてきているが,現 在でも配偶者に分配されるこ

とはない。 ところが,夫 婦が健在の場合は,夫 婦の財は共有されるような傾向が見ら

μる。もちろん,原 則として配偶者の財を利用す るときは互いの許可をとる必要があ

るが,夫 婦間でプロのような関係が成立するのではなく,こ の場合はタベアナとして

互いにマットなどの財を利用することになる。従 って,今 の事例でいえぽ,Aに マ
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ッ トを与え返す ことに よって,BはEに お返 しをす ることと同 じ結果 を もた らす こ

とにな るのである。 また,場 合に よっては,AはEの 代役 と してマ ットを受け取 る

ことも可能 なのである22)0

　 さて,第 二 の範疇に入る人h,す なわち何等 かの形で花嫁や花婿の両親に援助 を与

えてい るとい う理 由で,頭 に載せたマ ッ トを受 け取 る人h1('つ い て考 えよ う。花嫁 の

側 のフ ンフンニでは,花 嫁 が持参す る品 々の一部を もって くるように依頼 された類別

的父に花嫁 の頭 に載せたマ ッ トを与え るが,こ の様 な場合だけではな く,依 頼は され

ていないが,宴 会用 の肉を援助 して くれた類別 的父や,婚 姻儀礼に直接的 な貢献は し

ないが,普 段 か ら何か と援助 して くれてい る類 別的父 にもマ ットが与 えられ る。 これ

らの マ ッ トは,支 払 い=タ ヴェとして与え られた ものではな く,人 々は明確に メメア

ル ファである と意識 してお り,作 業 などを した場合 よりもお返 しに対す る期待の度合

は強 くな る。 そ して,場 合に よっては,受 け取 った側 は 「お返 しをせねぽ ならない」

と捉 えることもあ る。 マ ッ トの受 け手は,や は り自らの子 どもの結婚 に際 して同様に

してマ ッ トを与f返 す ことが期待 され るのであ る。

　 これ ら一連のや り取 りでは,類 別的父だけではな く父方 オバに もマ ッ トが与 えられ

る。父方オバに対 して何等かの労働 を依頼す ることはめず ら しく,あ る婚姻儀礼で宴

会用 のイモの皮をむ くとい う作業 が依頼 された ことがあ ったが,多 くの場合は 「世話

になってい るか ら」 とい う理由でマ ッ トが与え られ る。 しか し,父 方 オバ にマ ッ トが

与 えられた場合のお返 しは,チ チに与 え られた場合ほ ど単純にはゆかない。図9に 即

して説 明 しよ う。Cの 父方 オバであ るBが,　 EかAか らマ ッ トを もらった として も,

Bの 子 どもDに とってはAは 母方 オジ,Eは マ ンビ(妻 の姉妹な ど)の 関係 になっ

て しまい,Dの 頭 に載 せてマ ッ トを与 え返す こ とが出来 ないのであ る。 しか し,マ

ッ トの与 え手 がCの 類別的母 であ った とすれば事 情が異 なる。Cが ハハ と呼ぶ人 々

は,Dと は反対 の半族に属す る女性でCよ り一世代上の人 々であ り,彼 女達 はDに

とって,マ ン ビ,シ ビ,父 方 オパ,コ ドモの どれかにあた るのである23)0従 って,C

に マ ットを与 えた類別的母がG(Dの 父 方オパ)で ある場合は,BはDが 結婚す る と

22)マ ットの実質的な提供者が,花 嫁や花婿の類別的母である場合でも同様である。花婿の両

　 親には,花 婿の類別的母がマットをタベアナとして与えると述べたが,こ の場合を説明しよ

　 う。両親はそれを,作 業を依頼 したある男に与えたとする。これは,支 払い(tavwe)と し

　 て用いられたため,必 ず しも返却されてくる性質のものではない。従って,こ の類別的母の

　 マットはいわゆる"や りっぱなし"と いうことにな り,花 婿の両親への実質的なタベアナと

　 なる。しかし,彼 女がマットの実質的な与x手 であることは知られることになるので,い つ

　 の日か,こ のマットの受け手は,自 分の子 どもが結婚するときに,彼 女の夫に作業を依頼 し,

　 彼にマットを与えるかも知れないのである。
23)　 こ うした仕組みの詳細Y'つ いては,拙 稿1985年 のFigure　10を 参照されたい。
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図9　 父方オバに対するメメアルファとそのお返 し

きにその頭にマ ッ トを載せ,Gに お返 しす ることが出来 る。 またCの 類別的母がF

(Dの シ ビ)で ある場合,BはFを 父方オバ と呼ぶ。　Bの キ ョウダイ もFを 父方 オバ

と呼ぶ。そ こで,Bは,キ ョウダイが結婚す る ときに彼 の頭 にマ ッ トを載せ,そ れ を

Fに 与え ることに よってお返 しが成立す るのである。花婿 の フソフ ソニでは,彼 のハ

ハ達だけではな く,彼 の シマイ達(つ ま り,彼 をキ ョウダイ と言及す る女性達)も マ

ッ トを もって花婿の側に陣取 り,マ ッ トの実質的 な提供者 とな ってい ると述べ たが,

こ うしたか らくりが存在 していた のであ る。

　以上では,第1,第2の 範疇に含 まれ る人hが 「マ ットを頭 に載せて」お返 しをす

る場合を考察 したが,フ ソフソニで与え られ たマ ッ トは,必 ず しも別の フソフンニの

場面でお返 しされ るとは限 らない し,頭 に載せ る形式を とらず に もらったマ ッ トを,

頭 に載せ る形式でお返 しする ことも可能なのである。第3の 範疇 に含 まれる人 々の場

合,特 に こうした点が顕 著になる。 マ ッ トは様hな 機会 にや り取 りされ る。婚姻儀礼

の場合,花 婿の父方オバ が花婿の実の父にフ ロと してマ ッ トを与え る し,ボ ロロリ儀

礼の場合で も,同 様のマ ットのや り取 りが見 られ るが,以 前 フロを して くれた人物が

た また ま子 どもの父方オバに当た るとすれぽ,子 どもが結婚す る場合にその頭に載せ

て返却 す るこ とは可能である。 しか し,こ の場合は,こ とさ らメメアル ファとは呼ば

れないのである。

　第3節 では,花 婿の側 のブ ンフ ンニで赤大 マ ッ ト1枚 と赤小 マ ヅ ト1枚 を受け取 っ

た花婿 の父方 オバの事例 を紹介 したが,彼 女は これ らのマ ッ トを メメアルフ ァとして
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受け取 ったのではなか った。 とい うのは,彼 女は以前花婿 の実の父に赤大 マ ッ ト1枚

を フロ(正 確にはバ ソモシ)と して与えてい るため,今 回もらったマ ットはそれに対

す る返却だ ったか らである。人 々もこ うした マ ットを メメアルフ ァとは呼ばない。両

者 のや り取 りは これで一応 の完結を見たわけであ り,こ の場合は,頭 に載 せる形式で

マ ッ トを もらった として も,そ れに対す るお返 しが期待 され るわけではないのであ る。

また,赤 大 マ ッ ト1枚 と赤 小マ ッ ト5枚 を受け取 ったあ る花婿 の父方オバは,前 者は

ソベ ソベ,後 者は フ ロである と述べてい るが,フ ンフソニの場面 で与え られたマ ッ ト

に プロ(こ の場合はバ リモ シ)と しての性質が備わ ることもあるのであ る。

　 また,誕 生儀礼 における頭 に載せ る形式でのマ ッ トのや り取 りも,「 お返 しが期待

される」 メメアル ファとは一線を画 してい る。誕生直後,赤 ん坊 の頭に マ ッ トが載せ

られその父方オバに与 えられた り,フ ソフニアーナでは,マ ットが子 どもの類別 的父

や父方 オパに与え られ た りす るが,そ れ は,基 本的に,婚 姻儀礼での フソフ ソニと同

じであ る。 婚姻儀 礼では,薪 を切 るな どの労働 に対 してマ ッ トが与 えられた り,(花

嫁の側で)日 用品を与 えた こ とに対 してマ ッ トが与 え られた りしたが,こ の場合 も,

ブ レス レッ トなどを与える ことと交換の ように してマ ッ トが与え られ る。 しか しこの

場合は,お 返 しが期待 され るか されないか とは関係な く,霊 的 な力 ・ロロソゴとの関

連が全面に出る点 で,フ ソフソニでの メメアル フ ァとは異なるのであ る。人間 では頭

に ロロソゴが最 も強 く宿 っている とされていると述べたが,生 まれたばか りの子 ども

が初めてその霊的 な力が宿 っている とされる頭 にマ ッ トを載せ て,そ れを類別的父や

父方 オバに与えるのである。 これ を受け取 った類別的父や父方 オバ は,そ れ故 に,そ

の子供の ロロンゴを最初に受け取 ることになるのである。 ここでのマ ッ トのや り取 り

は,経 済的な側面 よ りも子 どもとその保護者 との霊的 な関係が強調 され るのである。

　 この様 に,「 頭 に載せ る」形式 でマ ッ トが与え られた として も,そ れ が ことさらメ

メアル ファであ ると考 えられない場合 も存在する。しか し,メ メアルフ ァそれ 自体は,

きわめて流動 的な概 念であ り,既 に述 べた ように,「 ただ与 え るだけ」か ら 「お返 し

が必要」 とされ るまでの振幅を もっている。従 って,上 述 のフンフンニの場面で ソベ

ソベとしてマ ッ トを返却 してもらった場合で も,そ れを メメアル ファと位置づけ,い

ずれ,何 か の機会に マ ットを与 え返す ことを考えて もおか しくはない。 それは,フ ン

フニアーナの場合 でも同様 である。赤子の頭に載せ られたマ ッ トを もらった者は,い

ずれ,自 分の子 どもの誕生の折 りにマ ッ トを与え返す ことは,勧 め られ こそすれ,反

対 され ることはないのであ る。そ して,事 実,人 々は,頭 に載せて与え るや り方 でマ

ッ トをもらった場合,そ れが支払 い=タ ヴェであれ,ソ ベ ソベであれ,タ ベアナであ
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れ,お 返 しが出来るならばするほうがよいと考えているのである。

8　お返しが期待される豚の贈与

　現在の婚姻儀礼では赤 大マ ッ トが多数のチチや父方オバに与 えられ るが,か つては

婚姻儀礼の最後 に,1人 のチチに赤大マ ットを与 えただけである といわれ ている。 こ

の場合のマ ッ トは,「 婚姻 のマハル(〃awahalun　 non　lagiana)」 と呼ばれた。 マハル と

い うのは,基 本的に 「端」あるいは 「終わ り」 を意味す る言葉 であ り,こ の場合は,

「婚姻の締め くくり」 とい う意味 とな る24)0し か し,「BはAにCの マ・・ルを与え る

(Blai　mwahalun　 C　lalai　A)」 となった場合 には,こ れ はCの 死に際 して行われ る葬送

儀礼の場面 でのことを指す。rCの マハルを与え る(1ai〃twahalun　 C)」 あ るいはrC

の マハルをす る(lol〃zwahalun　 C)」 と呼ばれ る行為は,　Cの 葬送儀礼 の中で行われ

る豚のや り取 りを指すのである。そ して このや り取 りが,婚 姻儀礼での メメアル フ ァ

のや り取 りと同様に,お 返 しが期待 され る ものなのであ り,マ ハルは メメアル フ ァの

こ とであ るといわれ ることもあるのであ る。

　既に記述 したよ うに,葬 送儀礼では通常故人の クラス ターに属す るキ ョウダイ達が

葬儀の主催者 となるが,彼 らか ら,故 人のチチ達 とコ ドモ達に対 して豚が与え られ る。

これが マハル であ る。か つ ては子 ど もの1人 に対 して 「あ なた の父の締 め く くり

(〃:wahalun　tamam　 wa)」 と して豚を1匹 与 えただけだ といわれているが,現 在 では,

マハル としての豚は,死 者を巻 くのに用い られ る赤大マ ット(ヌ ソバ ヌンパ)を 提供

した故人のチチや コ ドモ,ま た,葬 儀での会食用の肉な どを提供 して くれたチチや コ

ドモV'与 えられ,さ らに,そ うした ことを していないチチや コ ドモに も与 えられ る。

マハル と して豚 をもらった者 は,今 度は 自分が葬送儀礼の主催者 となるときに ,豚 を

お返 しす るこ とが期待 される。

　図10を 見ていただ きたい。仮 に豚 の提供者をD,故 人をC,豚 を マハル として もら

24)ボ ロ ロ リの最 後 に 行 わ れ るサ ヴ ァ ゴ ロ ・ダ ン ズに 対 して 与 え られ る マ ッ トも 「サ ヴ ァ ゴ ロ

　 の マ ハ ル(mwahalun　 savagoro)」 で あ り,マ ッ トがBか らAに 与 え られ る とす れ ば,"B　 1α'

　 mwahalun　 savagoro　 lalai　A　gin　seresere(Bは サ ヴ ァ ゴ ロの締 め く く りと して赤大 マ ッ トをA

　 に 与 え る)"と 表 現 され る。 この マ ッ トも頭 に載 せ る形 式 で与xら れ る。 結 婚 式 な ど で赤 大

　 マ ッ トを そ の形 式 で 与xる 場 合 は,"Mwa　 hun　 bwanan　 A."と い う表 現 が 取 られ る。　mwa=

　 彼 あ るい は彼 女,hunニhuni　 bwanan　 AニAの 赤 大 マ ッ ト(つ ま りAに 与 え られ るマ ッ ト)

　 で あ り,こ れ は 「彼(彼 女)は 誰 そ れ の マ ッ トを頭 に 載 せ て 与 え る 」 とい う意 味 で あ る。

　 mwahalun　 savagoroの 場 合 も同様 に"Mwa　 hun　 bwanan　 A　 gi〃iwahalun　 savagoro(彼 は

　 mwahalun　 savagoroと して赤 大 マ ッ トを 頭 に 載 せ てAに 与 え る)"と も表 現 され る 。 ち なみ

　 に,seresereと はbwan　 memeaの 別 名 であ る。
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図10　 マハルによるや り取 り

った者 をA(Cの チ チ),B(Cの コ ドモ)と す る。　DがCと 同一の クラスターに属す

るキ ョウダィであるとすれば,DはCと 同 じ親族名称を用い る。つ ま り,　Cの チチ

や コ ドモはDの チチや コ ドモで もある。それ故豚 を もらったAに とっては,そ の豚

の提供者Dは コ ドモであ ることにな り,Bに とってはDは チチ とい うことになる。

そ こで,Aは 自分 と同 じ親族名称を用い る同 じクラス ターの誰 かの葬儀 の ときに,

コ ドモであ るDに 豚をマハル としてお返 しす る。そ して同様に,Bは チチであるD

に お返 しをするのである。

　 ところで,マ ハル としての豚 のや り取 りは男性間だけで行われ るのではない。豚 が

与 え られ る故人の コ ドモは女性であ ってもよい し,さ らに,豚 の提供者 には故人 と同

一 クラスターの シマイが加わ ることも現実にはあ る
。筆者 の観察 した葬送儀礼では,

故 人(男 性)の4人 のキ ョウダイ と2人 のシマイが豚の与え手 とな ってお り,こ の2

人 の女性 は どちらも故人の コ ドモに豚 を与 えてい る。豚 の与 え手が男性 の場合は,故

人の コ ドモ として豚を受け取 った者が男性 であろ うと女性であろ うと,そ のお返 しは

チチに対 して行われ ることになる。 しか し,与 え手が女性の場合,お 返 しをす る とす

れば,父 方オバにな され ることになる(図ll)。 た だ し,こ の父方 オバであるDは,

豚 の受け手Aと は異な るクラス ターに帰属 している彼のキ ョウダイに とっては コ ド

モである場合があ る。 そこで,AはDを コ ドモと呼ぶキ ョウダィの葬送儀礼 の とき

に豚 を提供 し,Dに 豚 をお返 しす ることは可能 となるのであ る。
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図11父 方 オバからのマハルとそれへのお返 し

　葬送儀 礼で豚 の与え手 となるのは,既 に述べた ように,通 常故人 と同 じクラスター

の成員であ る。 しか し,別 の クラスターに帰属 していて も同 じ半族であれ ぽ,与 え手

となることが可能な よ うである。人 々はマハルのお返 しを半族単位 で考 えているので

あ り,タ ビ半族 に属す るある男性 の死に際 して豚を もらったあるプ レ半族 の男性は,

「今度 プレの誰かが死んだ ときに,豚 をあの人),T与 え返す とよい」 と説 明され るので

ある。 もちろん,お 返 しがなされな くとも問題は生 じない。 マハルは婚姻儀礼 での メ

メアル ファと同様,必 ず お返 しをせねばな らない ものではないか らである25)0

　 さて,マ ハル以外にもメメアルファの性質を もっている交換形態 が,二 つ存在す る。

それ らは,ト ロイ(toroi)と タタ ロ(tatalo)と い う概念 と関連 してい る。 トロイは

「与 える」,タ タロは 「担 ぐ」 とい う意味の動詞的働 きをす る語 であ るが,こ れ らは

マ ッ トを与xる 場合の フニ(「 頭 に載せ る」 とい う意味の動 詞)に 相当す るといわれ

ている。 つま り,マ ットを与 える場合 に フニとい う語 を用い る様 に,食 べ物を与える

場合は トロイを,豚 を与 える場合は タタロを用い るとい うのであ る。 そ してこ うして

与 えると,必 ず とい うわけ では ないがいつか戻 って くるとされ る。 これ らもメメアル

25)死 者 が女性の場合は多少事情が異なる。彼女と同じクラスターに帰属するキ ョウダイ,シ

　 マイは,彼 女のチチに対してマハルをした場合だけ,お 返 しのメカニズムが働くことY'な る

　 のである。 というのも,彼 らは,死 者のコドモとは同じクラスターに帰属するため,後 者か

　 らのお返 しは出来ないことV'な るからである。しかし,同 一のクラスターではないキョウダ

　 イやシマイがマハルの与え手になるならぽ,こ こでの事例 と同様に,お 返しのメカニズムを

　 適用することは可能となる。
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ファの一・種 なのであ る。

　 トロイ とい う概念は,ボ ロロリ儀礼に しば しぼ登場す るが,婚 姻儀礼 の場合 にも見

いだせ る。第4節 では,花 嫁が豚を殺す場面 を記述 したが,花 嫁の殺 した豚を花婿が

受 け取 り,そ の豚の頭 を彼 のキ ョウダイに与 える行為が,ト ロイなのであ る26)0ト ロ

イ として与え られた場合,受 け手 は与え手 と同 じこ とをす ることが期待 され るのであ

るが,そ れは豚 の頭 を与え返す とい う意味だけではない。婚姻儀礼の例でいえぽ,受

け手 はいずれ結婚 して豚の頭を与 え返す ことが言外 に期待 されているのである27)0

　 一 方 タタ ロとい う概念は,葬 送儀礼において登場す る。第5節 で,死 んでか ら90日

目に墓 を作 る作業が故人 のコ ドモに依頼 され,そ の見返 りとして豚が与え られ ると記

述 したが,こ れが タタロなのであ る。葬儀では,墓 穴堀 り作業を依頼 された故 人の コ

ドモに も豚 が与 えられ るが,こ れは作業に対す る支払 い=タ ヴェであ り,タ タ ロとは

いわれない。墓作 りは,依 頼 された コ ドモが1人 で墓をつ くるのではな く,基 本的に

みんなで協 力 して墓をつ くる。従 って,そ のや り方は婚姻儀礼 などにおける作業の依

頼,及 び人 々の協 力 と同 じ性質を もった ものであ るといえ る。与 え手 は,「 私はあな

たのチチの墓の締 め くくりをタタRす る(Na〃z　 datal　mwahalun　 bwarun　 tama〃zwa}」

と表現 している28)。「あなたの チチ(tama〃zwa)」 とい うのは,豚 を受 け取 る人物 の

チチ,す なわち故人 を指 してい る。 マハルの場合 と同様,こ の人物は故人をチチ と呼

ぶだけではな く豚 の提供者を もチチ と呼ぶので,お 返 しをす るとすれば こん どはチチ

に対 してタタロす ることにな る。 この提供者は こ うして与えた豚 のお返 しに関 して,

「その うち返すか も知れ ないけれ ど,フ ロではないので(誰 に何 の豚を与xた か等 の)

記 録 もしない し規律 もない」 と述べ ているが29),メ メ アル フ ァとしての性質を よ く示

してい るといえ よう。

26)　 トロイの場合は,フ ニの場合のように受け手が与え手のチチや父方オバであるとは限らな

　 い。ボロロリ儀礼の場合は,そ の主人公が豚を殺したとき,そ の豚の頭を彼のチチの1人 に

　 トロイする場合もあるが,ラ タヒギの1人 に トロイする場合もある。また,同 じくポロRリ

　 儀礼で,主 人公から豚 とマットを与えられた彼の父方オバが,そ の豚の頭を彼女のシマイに

　 トロイとして与える事例も見られる。

27)　 トロイとして与えられるものは食べ物であると述べたが,豚 の頭は肉でもあるし,牙 のあ

　 る豚そのものでもある。豚の頭は生きた豚よりは一つ等級が下がるが,立 派な交換財なので

　 ある。従 って豚の頭を与える場合は,ト ロイとして与えるといわれるが,そ の行為はタタロ

　 であるとも考えられている。

28)tataloは,目 的語を伴うときはtatalあ るいはdatalと なる。　tatalは 【m]の直後にきたとき

　 にはdadalと な る。

29)現 在 フロや ソベソベをした場合,誰 がどの種類の豚をもってきたかがノー トに記録される。
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お　わ　 り　 に

　本論では,北 部 ラガの人生儀礼におけ る贈与交換のあ り方 を記述 ・分析 してきた。

そこでは,タ ベアナ,メ メアル ファ,フ ロとい う三つの贈与概念 が見いだ され たが,

それ らは,サ ー リンズの提唱 した有名な互酬性 の三類型,す なわ ち,一 般 的互酬性,

均 衡的 互酬性,否 定 的互酬性 の うち,前 二者 と関連 を もった概 念 であ る[SAHLINS

1972:193-195】 。 しか し,そ れ らとサ ー リンズの類型化 した互酬性 との間に は多少の

ズ レが見 いだせる。

　 サー リソズのい う一般的互酬性 とは,愛 他主義的なもので,マ リノフスキーのい う

「純粋贈与」がその理 念型 である とい う30)。惜 しみな く与える援助 とい った形を とり,

与 え られた ものに対す るお返 しは要 求 されない,あ るいは,漠 然 と期待 されてい るだ

けである とい う点が特徴 となる。そ して,返 礼を しな くとも与え手は与 えるこ とをや

めない とい う。従 って,財 や物は現実には一方向へのみ流れて行 く。サー リソズによ

れば,こ の互酬性は主 として近 い親族の間で しぼ しば現れ る。 また,均 衡 的互酬性 と

は,受 け取 った もの と同等の価値 と効用を もつ ものが,あ る決 まった短 い期 間内に返

還 され るとい う性格を もつ。 こうした互酬性 は,近 い親族 の間 ではあ ま り見 られず,

や り取 りをす る当事者の関係が少 し遠 くな った場合に見いだせ る とい う。例 としては,

遠 い親戚間や友人間での贈 り物 のや り取 り,村 落間や部族 間での物h交 換や交易など

があげ られている。

　 タベアナとい う概念は,一 見,サ ー リソズのい う一般的互酬性 に該 当す るよ うに思

える。 しか し,タ ベアナは,お 返 しが必要 ない とされ るところに成立 している概念で

あ る。一般的互酬性 では,お 返 しが漠然 と期待 され るのであ るか ら,タ ベ アナは この

概念では捉 えることが出来 ない ことになる。 もち ろん,サ ー リンズは,一 般的互酬性

において,「 お返 しが漠然 と期待 され る」側面ではな く 「お返 しが要求 されない」 と

い う側面を強調 しよ うと してい ることは確 かである。 しか し,「 お返 しが要求 されな

い」 とい うこ とと 「お返 しが必要ない」 とい うことは,異 なるのである。北部 ラガの

人 々は,タ ベアナで もらった ものに対 しては,あ たか も支払 い=タ ヴェとして獲得 し

30)マ リノフスキーは,ト ロブリアソドにおいて夫が妻へ与える贈 り物を純粋贈与 と呼んだが,

　 人々は,そ れは妻から夫への性的奉仕に対するお返しであると考えている[MALINOWSffi

　 1922:179】。つまり,人 々の意識ではお返 しとしての贈与を,マ リノフスキーは純粋贈与と

　 捉えたのである。純粋贈与に当たるとい うのは,従 って,ト ロブリアソドにおける現実の贈

　 与と同じ性質をもっているとい う意味ではなく,マ リノフスキーが(た とえ誤解に基づ くと

　 はいえ)想 定 した純粋贈与の性質をもっているという意味として把握すべきだろう。
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たものであるかのごとく,「お返 しは必要ない」とい うのである。

　サーリソズが一般的互酬性YY関 して想定 している 「お返 しの状況」は,北 部ラガで

は,ま さにメメアルファとい う概念に適合するものであろう。メメアルファとしても

らったものに対して,漠 然とお返 しが期待されるし,お 返 しをすることが要求される

わけではないからである。 ところが,メ メアルファの場合は,そ の概念 自体が暖昧な

ものであるため,そ れを受け取る側で捉x方 に振幅が生まれる。詳細に論 じてきたよ

うに,メ メアルファに対 しては,そ れを 「純粋贈与」の様にして受け取 る場合もあれ

ぽ,そ れを 「等価の返済」の対象として受け取る場合もあるのである。後者の場合,

それはもはや一般的互酬性の枠からはずれ,む しろ,均 衡的互酬性に近づくことにな

ろう。つまり,メ メアルファは,一 般的互酬性 とも均衡的互酬性 ともいえないような

概念なのである。

　一方,フ ロという概念は,等 価の返済を要求する点で,均 衡的互酬性に該当す る概

念であるように思える。 しか し,こ の場合も,「ある決まった短い期間内に」等価の

返礼が行われるという均衡的互酬性の特質とフロの性質 とはかみ合わない。フロの場

合,返 済期 日に限定があるわけではない。フロの受け手が返済仕切れずに死んでしま

った場合,そ の相続人が返済することまで想定されているのである。

　 ところで,北 部 ラガには,上 記の三つの贈与概念の他にブグ(bugu)と い う贈与

概念が存在 している。それは,ボ ロロリ儀礼における豚のや り取 りの中にだけ登場す

る概念であるため,本 論では議論の対象 としてこなかったが,こ の贈与概念が,実 は,

「利子をつけてお返 しする必要のある贈与」 とでも呼べるものなのである。これは複

雑なや り取 りによって実現されるが,結 果だけをいえば,与 え手はブグとしての豚を

1匹 とさらに豚4匹 を与え,受 け手は,も らった豚5匹 と同等級の豚に加えて,別 の

豚を7匹 と赤大マット,赤 小マットを余分に贈 り返 さねばならないのである 【吉岡

1983b】。きわめて不均衡なや り取 りであ り,ま さしく,サ ーリソズのい う第三の互酬

性の類型,つ ま り,否 定的互酬性 と関連した概念である。しかし,こ の場合も,プ グ

と否定的互酬性との間にはズレが見いだせる。サー リンズのい う否定的互酬性は,純

粋に功利主義的な利益を目指して行われる活動であ り,値 切 り交渉をは じめとして極

端な場合には略奪という形態をとるとされる。しかし,ブ グは,サ ーリソズのい う意

味での利益を目指す側から仕掛けるものではな く,利 益を奪われる側から依頼される

ものなのである。つま り,ボ ロロリ儀礼では,そ れを行おうとする者が,誰 かにブグ

としての豚を贈ってくれるように頼むのである。

　 サーリソズの類型論 と北部 ラガ社会の現実との間に見いだせるこうしたズ レは,
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サー リンズが,「 互酬性のあ り方」を 「や り取 りの当事者間の社会的距離」 との関連

で論 じようとした ところから生 じているように思われる 【SA肌rNs　1972:196-204】。

彼は,一 般的互酬性を連帯性の極 と捉え,主 として社会的距離の近い人hの 間で行わ

れる援助の原理 として捉えている。これに対 して否定的互酬性は非社会性の極にあ り,

社会的距離の遠い,例 えぽ部族を越えた範囲の人hの 間で見られる略奪などの敵対的

な行為の背後にある原理として捉えている。均衡的互酬性は,そ の中間の距離にある

人々の間で見 られ,交 易という形態を とって現れると考えたのである。つまり,サ ー

リソズのい う互酬性の分類は,財のや り取 りの形態だけに焦点を当てた分類ではなく,

異なった社会的距離にあるものの間に見いだせるや り取 りはどの様に異なっているの

か,と い う点に焦点を合わせて出来上がった分類であるとい うことになろう。

　 しか し,北 部 ラガにおけるタベアナ,フ ロ,メ メアルファ,さ らには,プ グに基づ

くや り取 りは,す べて社会的距離の近い人hの 間で行われ,社 会的距離とは関係なく,

「お返 しが必要のない贈与」「お返しが期待される贈与」「等価のお返 しが必要な贈与」

「もらったもの以上のお返 しが必要な贈与」とい う概念区分を成立させている。北部

ラガの現実は,サ ー リンズの類型論に対 して,財 のや り取 りだけに焦点を当てた贈与

概念の民族誌的研究に立ち戻ることを訴えているのである31)0
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　 グは,ボ ロロリ儀礼において特徴的に見いだせる。そのため,こ れら四つの贈与概念が相互

　 にどの様に関連しているのかという議論を展開するためには,ボRロ リ儀礼の詳細な分析を

　 踏まえる必要がある。ボロロリでは,さ らに,様 々なエンブレムが購入されるが,そ の場合

　 の支払い概念も,本 論で紹介したタヴェ以外に複数登場する。そして,そ れらの支払い概念

　 が贈与概念と交差しながら,北 部 ラガにおける贈与交換の現実を構成 している(筆 者の博士
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　 ては,別 稿で論 じる予定である。
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